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【表紙写真】
5月中旬に岐阜県・岐阜市で開催さ
れた「第33回 全日本シングルスソ
フトテニス選手権大会」。写真は男子
で5連覇を達成した上松選手と2年
ぶり2度目の優勝を飾った天間選手

（�写真提供：ベースボール・マガジ
ン社、岐阜県ソフトテニス連盟）

後編特別企画
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男　子 女　子

▽準々決勝
　上松　俊貴　④－３　黒坂　卓矢
　（広島．NTT西日本）　（日本学連．日本体育大学）
　丸山　海斗　④－０　船水　颯人
　（大阪．one team）　 （青森．One）
　植田　璃音　④－２　広岡　宙
　（日本学連．早稲田大学）（広島．NTT西日本）
　上岡　俊介　④－２　塚本　光琉
　（京都．Up Rise）　　 （愛知．岡崎城西高校）
▽準決勝
　上松　俊貴　④－１　丸山　海斗
　植田　璃音　④－２　上岡　俊介
▽決勝
　上松　俊貴　④－２　植田　璃音

▽準々決勝
　宮前　希帆　④－１　前田　梨緒
　（京都．ワタキューセイモア）（日本学連．明治大学）
　松岡　琴美　④－３　大武　夢菜
　（日本学連．日本体育大学）（福島．学校法人石川高校）
　浪岡　菜々美　④－１　岩倉　彩佳
　（東京．ナガセケンコー）（広島．どんぐり北広島）
　天間　麗奈　④－０　前川　愛生
　（日本学連．日本体育大学）（兵庫．東芝姫路）
▽準決勝
　宮前　希帆　④－２　松岡　琴美
　天間　麗奈　④－R3　浪岡　菜々美
▽決勝
　天間　麗奈　④－R　 宮前　希帆

岐阜県ソフトテニス連盟

優勝　上松選手

準優勝　植田選手

第3位
丸山選手

第3位
上岡選手

優勝　天間選手

準優勝　宮前選手

第3位
浪岡選手

第3位
松岡選手

全日本シングルスソフトテニス選手権大会全日本シングルスソフトテニス選手権大会
■5月15日～17日■5月15日～17日
　岐阜県・岐阜市　岐阜メモリアルセンター長良川テニスプラザ　岐阜県・岐阜市　岐阜メモリアルセンター長良川テニスプラザ

男子は上松選手が驚異の5連覇達成男子は上松選手が驚異の5連覇達成
女子は天間選手が2年ぶり2度目の優勝飾る女子は天間選手が2年ぶり2度目の優勝飾る

　2日目から気温が急上昇して過酷な環境の中、男子は上松選手が5連覇を達成。「非常にタフな3日間でした。本当
に優勝することができて嬉しいです」とニッコリ。一方、女子は天間選手が2年ぶり2度目の優勝を飾りました。決
勝の相手であり昨年のチャンピオンだった宮前選手は、準決勝で腰を痛めて残念ながら決勝を棄権しました。

第33回
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1 上　松　俊　貴 広 島 ＮＴＴ西日本　

2 齋　藤　聖　亜 栃 木 芳賀中学校　

3 木　崎　天　満 日本学連 國學院大学　

4 堀　　　拓　仁 香 川 尽誠学園高校　

5 星　　　光　一 岩 手 一関市協会　

6 安　達　　　宣 日本学連 早稲田大学　

7 稲　垣　公　亮 千 葉 我孫子市役所　

8 前　田　蒼　生 奈 良 高田商業高校　

9 藤　井　智　暉 日本学連 日本体育大学　

10 金　子　　　凌 長 野 松本市役所　

11 澤　田　壮　史 日本学連 四国大学　

12 赤　金　泰　河 東 京 早稲田実業学校高等部

13 山　田　進　太 日本学連 東北大学　

14 広　光　謙　太 岐 阜 TOMOT　

15 千　坂　亮　智 宮 城 KEI SPORTS　

16 花　垣　　　陸 日本学連 同志社大学　

17 竹　岡　　　慶 福 岡 福岡市役所　

18 白　川　雄　己 京 都 ワタキューセイモア

19 岩　﨑　俊　介 埼 玉 川口市役所　

40 黒　坂　卓　矢 日本学連 日本体育大学　

41 中　村　智　葵 奈 良 高田商業高校　

42 出　口　翔　太 日本学連 中京大学　

43 濵　田　　　祐 岐 阜 太平洋工業　

44 西　本　一　雅 埼 玉 アキム　

45 高根沢　勇　樹 新 潟 魚沼クラブ　

46 太　田　遥　来 日本学連 札幌学院大学　

47 伊　藤　陽　聖 香 川 尽誠学園高校　

48 林　　　佑太郎 広 島 ＮＴＴ西日本　

49 善　福　留　生 日本学連 明治大学　

50 舘　田　陸　斗 千 葉 木更津総合高校　

51 土　屋　堅　登 愛 知 トヨタ自動車　

52 池　口　季　将 京 都 ワタキューセイモア

53 今　田　　　迅 日本学連 國學院大学　

54 坂　本　　　凜 熊 本 Net-in　

55 桐　山　柊　介 宮 城 東北高校　

56 御手洗　友　哉 北 海 道 CROSSTY HOLDINGS

57 足　立　悠　隼 鳥 取 米子松蔭高校　

58 宮　田　智　友 徳 島 ミヤタスポーツ　

上　松　俊　貴
広島．ＮＴＴ西日本

黒　坂　卓　矢
日本学連．日本体育大学

松　本　　　隼 東 京 東京ガス 20

池　部　　　綾 日本学連 関西学院大学 21

前　田　晃　良 兵 庫 川崎重工明石 22

古　藤　瑛　亘 長 崎 対馬市連盟 23

佐　藤　蒼　真 岡 山 岡山理科大附高校 24

池　上　陽　介 三 重 ヨシザワ 25

中　村　悠　峰 日本学連 明治大学 26

長　尾　景　陽 群 馬 高崎市役所 27

佐　藤　悠　生 山 形 羽黒高校 28

北　野　敦　貴 京 都 ワタキューセイモア 29

桑　原　　　丈 静 岡 明電舎 30

白　井　　　颯 日本学連 中央大学 31

古　本　竜　吾 石 川 能登高校 32

濱　中　純　誠 大 阪 上宮高校 33

松　田　蒼　生 山 口 東ソー南陽 34

石　川　知　輝 愛 知 菊石クラブ 35

杉　田　陽　星 高 知 明徳義塾高校 36

萩　原　塡ノ祐 鹿 児 島 鹿児島商業高校 37

佐　藤　　　仁 日本学連 日本体育大学 38

野　本　凌　生 日本学連 法政大学 39

戸　畑　勝　喜 山 口 UBE 59

飯　田　幸　誠 日本学連 福山平成大学 60

和　田　雄　己 和 歌 山 和歌山県庁 61

深　掘　金の翼 日本学連 天理大学 62

西　田　　　慎 富 山 ＹＫＫ 63

小　林　亮　太 栃 木 シーベックス 64

松　久　大　地 大 分 大商鬼魄会 65

有　我　聡　翼 滋 賀 綾羽高校 66

関　口　光　希 日本学連 日本体育大学 67

片　岡　暁　紀 愛 知 東邦ガス 68

高　本　和　昌 日本学連 松山大学 69

山　口　大　志 広 島 マツダ 70

相　山　尚　慧 福 島 田村高校 71

米　澤　　　要 東 京 ヨネックス 72

内　村　太　陽 鹿 児 島 ジョイントクラブ 73

中　川　直　輝 大 阪 八尾市協会 74

長　濱　瑠　飛 日本学連 東海大学 75

森　　　俊　亮 三 重 三重高校 76

清　水　　　駿 日本学連 同志社大学 77



第33回 全日本シングルスソフトテニス選手権大全日本シングルスソフトテニス選手権大会会
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78 本　倉　健太郎 広 島 ＮＴＴ西日本　

79 高　橋　拓　己 日本学連 法政大学　

80 高　橋　明　輝 埼 玉 ふじみ野OTA　

81 樋　口　　　貴 新 潟 白根クラブ　

82 杉　原　僚　太 徳 島 永遠クラブ　

83 中　易　快　翔 日本連盟 羽黒高校　

84 松　本　　　炎 京 都 ワタキューセイモア

85 中　内　謙　秀 日本学連 関西学院大学　

86 足　利　颯　太 愛 知 東邦ガス　

87 米　川　結　翔 東 京 ヨネックス　

88 葉　末　遼　也 島 根 松江工業高校　

89 内　山　　　駿 福 島 磐城三和Ｓ・Ｔ・Ｃ

90 笹　川　慈　瑛 日本学連 國學院大学　

91 野　田　楓　麿 長 崎 十八親和銀行　

92 稲　垣　晴　舜 滋 賀 立命館守山高校

93 小　川　友　貴 山 口 UBE　

94 佐　藤　生　琉 岐 阜 中京高校　

95 木　原　真　樹 日本学連 北翔大学　

96 根　岸　澪　紋 日本学連 日本体育大学

117 木　本　琉　偉 日本学連 中央大学　

118 安　村　優　汰 山 口 UBE　

119 石　川　智　弘 愛 知 豊田自動織機　

120 原　田　　　圭 香 川 尽誠学園高校　

121 栗　山　健　志 鹿 児 島 ジョイントクラブ　

122 川　崎　康　平 日本学連 日本体育大学　

123 内　海　大　輔 北 海 道 CROSSTY HOLDINGS

124 伊　藤　万　紘 日本学連 神戸大学　

125 中　山　椋　太 神 奈 川 法政大学第二高校　

126 船　水　颯　人 青 森 One　

127 山　内　風　我 日本学連 立命館大学　

128 加　納　飛　羽 日本学連 高知工科大学　

129 赤　星　佑　哉 茨 城 筑西STC　

130 中　川　　　龍 鳥 取 米子松蔭高校　

131 山　根　寛　人 愛 媛 四国ガス産業クラブ

132 久　田　陸　人 石 川 金沢学院大附高校　

133 安　井　梧　透 岐 阜 太平洋工業　

134 宇田川　成　寿 宮 城 東北高校　

135 吉　川　恵　大 広 島 マツダ　

136 浅　見　竣一朗 日本学連 早稲田大学

小　山　寛　晴 日本学連 明治大学 97

島　　　大　凪 富 山 高岡商業高校 98

大　薗　　　善 日本学連 四国大学 99

瀬　口　翔　太 愛 知 松葉クラブ 100

倉　橋　　　凜 千 葉 Team G.U.R.U.I 101

下　迫　寛　斗 和 歌 山 和歌山北高校 102

山　下　祥　吾 山 口 東ソー南陽 103

白　石　貴　也 日本学連 熊本学園大学 104

大　村　怜　央 宮 城 東北高校 105

小　倉　光　生 日本学連 松山大学 106

松　本　　　流 兵 庫 ノアインドアステージ 107

山　本　一　輝 香 川 尽誠学園高校 108

西　川　　　颯 日本学連 九州大学 109

守　山　湧　叶 日本学連 日本体育大学 110

佐　藤　大　晴 秋 田 北秋田市協会 111

中　原　寛　海 広 島 マツダ 112

北　村　斗　輝 三 重 三重高校 113

玉　置　毅　斗 日本学連 天理大学 114

中　村　日　紀 東 京 東京ガス 115

丸　山　海　斗 大 阪 one　team 116

山　田　就　蔵 静 岡 医療法人社団　心 137

髙　橋　洸　貴 日本学連 帝京大学 138

森　田　俊　充 佐 賀 小城協会 139

長　根　慎　人 日本学連 同志社大学 140

林　　　寿李稀 高 知 明徳義塾高校 141

米　川　雅　翔 日本学連 明治大学 142

中　村　一　護 栃 木 小山クラブ 143

浅　田　深　志 岡 山 ZERO 144

千　田　夏　輝 日本学連 東北福祉大学 145

竹　田　　　凌 京 都 ワタキューセイモア 146

荻　谷　侑　磨 奈 良 高田商業高校 147

佐　藤　直　人 山 形 山形ペンギンズ 148

松　場　淳　生 日本学連 中京大学 149

緒　方　貴　浩 東 京 稲門クラブ 150

山　田　健太郎 愛 知 岡崎城西高校 151

工　藤　康治朗 日本学連 星城大学 152

村　﨑　優　哉 日本学連 日本体育大学 153

村　田　優　斗 香 川 尽誠学園高校 154

長　江　光　一 広 島 ＮＴＴ西日本 155

丸　山　海　斗
大阪．one　team

船　水　颯　人
青森．One



植　田　璃　音
日本学連．早稲田大学

広　岡　　　宙
広島．ＮＴＴ西日本
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156 植　田　璃　音 日本学連 早稲田大学　

157 佐　藤　凛　空 福 島 田村高校　

158 津　田　宙　紀 日本学連 島根大学　

159 榎　　　竜太郎 日本学連 高知工科大学　

160 香　山　　　隼 長 野 ＮＰＯ法人さなだスポーツクラブ

161 井　上　拓　海 神 奈 川 厚木市役所　

162 飯　田　航　仁 日本学連 國學院大学　

163 野　田　太　陽 岐 阜 太平洋工業　

164 内　海　遼　太 和 歌 山 和歌山北高校　

165 端　山　羅　行 東 京 稲門クラブ　

166 阿　部　　　堯 日本学連 関西外国語大学　

167 野　田　悠　貴 奈 良 高田商業高校　

168 森　　　亮太朗 茨 城 筑西STC　

169 大　門　登　馬 日本学連 中央大学　

170 小　見　碧　斗 日本学連 日本体育大学　

171 田　村　　　翔 愛 知 中部電力愛知　

172 今　城　大　貴 長 崎 十八親和銀行　

173 渡　辺　澪　治 京 都 ワタキューセイモア

174 内　田　理　久 広 島 ＮＴＴ西日本

195 内　田　陽　斗 日本学連 法政大学　

196 植　村　義　高 岡 山 岡山理科大附高校

197 永　原　遥　太 新 潟 ヨネックス新潟　

198 村　井　晋之介 日本学連 立命館大学　

199 溝　端　亮　二 千 葉 ふれあいクラブ　

200 小　坂　正　虎 静 岡 明電舎　

201 林　　　大　嘉 日本学連 関西学院大学　

202 堀　　　恭　輔 愛 媛 ONLINE　

203 金　子　裕　紀 兵 庫 ノアインドアステージ

204 塚　本　星　弥 日本学連 同志社大学　

205 島　谷　楽　空 広 島 マツダ　

206 佐々木　友　輔 鹿 児 島 ジョイントクラブ　

207 鈴　木　大　雅 栃 木 野木中学校　

208 丹　羽　悠　弦 愛 知 刈谷朝日クラブ　

209 佐　藤　駿　丞 日本学連 日本体育大学　

210 北　島　青　季 岐 阜 中京高校　

211 八　島　銀　音 岩 手 黒沢尻北高校　

212 平　野　悠　斗 石 川 能美クラブ　

213 伊　藤　　　幹 東 京 ヨネックス

阪　本　　　崚 京 都 ワタキューセイモア 175

船　山　蓮　央 宮 城 東北高校 176

斎　藤　恭　平 日本学連 日本体育大学 177

岩　井　亮　樹 日本学連 天理大学 178

宮　田　　　亮 香 川 尽誠学園高校 179

安　木　陸　真 三 重 三重高校 180

坂　寄　友　紀 栃 木 小山クラブ 181

浦　川　優　生 広 島 マツダ 182

前　川　航　輝 日本学連 神戸大学 183

大　村　圭志朗 埼 玉 アキム 184

安　藤　優　作 愛 知 東邦ガス 185

菊　山　太　陽 日本学連 法政大学 186

松　本　英　士 山 口 東ソー南陽 187

大　家　健　慎 日本学連 東海大学 188

菅　原　理　夢 山 形 羽黒高校 189

相　良　昌　慶 福 岡 福岡市役所 190

福　見　優　心 日本連盟 明徳義塾高校 191

長　根　新　太 日本学連 同志社大学 192

藤　澤　理央馬 石 川 小松高校 193

福　田　喜　大 大 阪 上宮高校 194

平　山　綾　一 熊 本 春竹ファミリー 214

石　川　仁　貴 愛 知 菊石クラブ 215

松　尾　優　希 山 口 UBE 216

岡　田　侑　也 日本学連 明治大学 217

川　﨑　浩　希 京 都 ワタキューセイモア 218

広　岡　大　河 埼 玉 日本信号 219

前　川　悠　成 富 山 高岡商業高校 220

確　田　冬吹樹 日本学連 松山大学 221

松　橋　嘉　依 東 京 東京ガス 222

松　原　　　幹 三 重 ヨシザワ 223

小　池　賀　久 日本学連 慶應義塾大学 224

松　尾　航　希 佐 賀 嬉野高校 225

木　原　祐　翔 香 川 尽誠学園高校 226

西　山　友　晴 日本学連 中京大学 227

北　野　咲　斗 宮 城 東北高校 228

五十嵐　和　真 日本学連 北翔大学 229

原　田　興　勇 日本学連 日本体育大学 230

藤　井　聡　人 日本学連 四国大学 231

広　岡　　　宙 広 島 ＮＴＴ西日本 232



塚　本　光　琉
愛知．岡崎城西高校

上　岡　俊　介
京都．Up Rise

第33回 全日本シングルスソフトテニス選手権大全日本シングルスソフトテニス選手権大会会
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233 岩　田　皓　平 日本学連 日本体育大学　

234 神　谷　啓　仁 日本学連 関西学院大学　

235 三　好　翔　馬 広 島 マツダ　

236 福　田　和　彦 秋 田 大仙市役所　

237 山　田　隆　真 高 知 明徳義塾高校　

238 松　久　銀　河 大 分 大商鬼魄会　

239 塚　本　光　琉 愛 知 岡崎城西高校　

240 竹之内　陵　平 日本学連 松山大学　

241 幡　谷　康　平 東 京 ＮＴＴ東日本東京

242 工　藤　祐　輝 日本学連 四国大学　

243 小　野　凱士郎 香 川 尽誠学園高校　

244 植　松　悠　理 長 野 諏訪市協会　

245 佐　藤　佑　樹 福 島 田村高校　

246 星　野　雄　慈 京 都 ワタキューセイモア

247 竹　添　幹　倫 長 崎 十八親和銀行　

248 髙　栁　順　成 日本学連 札幌学院大学　

249 寺　門　共　生 埼 玉 武蔵越生高校　

250 松　下　元　紀 三 重 ヨシザワ　

251 青　木　晴　弥 日本学連 同志社大学

271 上　岡　俊　介 京 都 Up Rise

272 田　中　暖　人 宮 城 東北高校　

273 草　野　春　真 日本学連 明治大学

274 児　玉　涼　太 日本学連 東京経済大学

275 浦　田　剛　史 静 岡 明電舎　

276 荒　木　　　駿 東 京 ヨネックス　

277 齋　藤　楓　雅 日本学連 東北福祉大学　

278 金　子　瑠　衣 三 重 三重高校　

279 日　高　啓　之 鹿 児 島 京セラ鹿児島クラブ

280 兼　森　富久斗 山 口 東ソー南陽　

281 安　部　蓮　生 日本学連 日本体育大学

282 中　村　瑞　暉 山 形 羽黒高校　

283 堺　　　瑠　音 徳 島 小松島クラブ　

284 根　本　樹　希 千 葉 木更津総合高校　

285 伊　藤　幹　太 日本学連 早稲田大学　

286 蒔　田　裕　与 栃 木 シーベックス　

287 足　立　蒼　士 鳥 取 米子松蔭高校　

288 根　羽　晃　玄 富 山 高岡商業高校　

289 藤　井　一　貴 大 阪 ルーセント大阪　

290 大　友　　　駿 愛 知 東邦ガス

立　木　雅　也 岐 阜 太平洋工業 252

石　井　悠　聖 香 川 尽誠学園高校 253

井　田　隼　介 日本学連 福岡大学 254

石　川　伊　吹 日本学連 中京大学 255

冨　岡　憂　瑠 宮 城 KEI SPORTS 256

樋　口　大　翔 奈 良 高田商業高校 257

森　　　　　生 日本学連 熊本学園大学 258

加　藤　遙　馬 神 奈 川 横須賀Ｄｒｅａｍ 259

内　藤　祐　哉 山 口 UBE 260

坂　口　生　磨 日本学連 明治大学 261

森　川　亮　介 東 京 東京ガス 262

亀　安　隼　亘 日本学連 天理大学 263

菊　池　翔　生 新 潟 魚沼クラブ 264

石　灘　蒼　瑛 愛 知 東邦ガス 265

森　　　良　輔 日本連盟 日本体育大学 266

大　塚　聖　矢 福 岡 ヨネックス 267

井　上　　　翔 千 葉 小金原クラブ 268

木　村　満　生 大 阪 上宮高校 269

矢　野　颯　人 広 島 ＮＴＴ西日本 270

井　口　雄　介 宮 崎 スマッシュイグチクラブ 291

杉　本　　　心 日本学連 福山平成大学 292

保　田　大　凱 滋 賀 立命館守山高校 293

中　尾　彦　斗 日本学連 中央大学 294

田　村　　　律 茨 城 茨城県教職員クラブ 295

野　口　　　快 日本学連 日本体育大学 296

原　田　裕　二 島 根 出雲御縁クラブ 297

石　田　　　輝 北 海 道 CROSSTY HOLDINGS 298

嶋　崎　佑　紀 岐 阜 中京高校 299

内　本　隆　文 広 島 ＮＴＴ西日本 300

錦　見　琉　生 香 川 尽誠学園高校 301

及　川　太　希 岩 手 見前ＳＴＣ 302

金　山　勇　波 京 都 ワタキューセイモア 303

吉　村　拓　海 日本学連 國學院大学 304

逹　　　一　翔 石 川 兼六クラブ 305

堀　　　大　晟 埼 玉 アキム 306

濵　田　　　迅 和 歌 山 和北クラブ 307

横　田　尊　光 日本学連 高知工科大学 308

橋　場　柊一郎 日本学連 法政大学 309



宮　前　希　帆
京都．ワタキューセイモア

前　田　梨　緒
日本学連．明治大学
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1 宮　前　希　帆 京 都 ワタキューセイモア

2 丸　山　姫　衣 群 馬 高崎女子高校

3 佐　野　　　希 日本学連 中京大学

4 菅　井　優　亜 栃 木 宇都宮文星女子高校

5 花　見　楓　香 新 潟 ヨネックス新潟

6 山　元　彩　加 岐 阜 太平洋工業

7 根　岸　ゆ　ず 宮 城 東北高校

8 村　上　　　鈴 広 島 広島翔洋高校

9 高　橋　ひかる 日本学連 日本体育大学

10 大　友　紅　実 東 京 ヨネックス

11 中　谷　紗耶加 奈 良 高田商業高校

12 岩　下　美　久 熊 本 ＴＯＤ

13 西　村　ひ　よ 日本学連 関西大学

14 溝　上　明　璃 静 岡 浜松庭球クラブ

15 馬　島　汐　理 岡 山 山陽学園高校

16 谷　地　玲　奈 岩 手 盛岡市役所

17 藤　田　莉　奈 日本学連 四国大学

36 矢　野　亜日華 京 都 ワタキューセイモア

37 脇　谷　結　楽 広 島 東洋観光

38 宝　満　天　音 香 川 尽誠学園高校

39 岩　元　望　美 日本学連 神戸松蔭大学

40 結　城　和　華 宮 崎 宮崎商業高校

41 池　上　侑　花 滋 賀 膳所高校

42 仲　村　早百合 日本学連 四国大学

43 櫻　川　未　来 神 奈 川 上溝南高校

44 中　山　　　萌 宮 城 東北高校

45 白　﨑　ひかる 東 京 ヨネックス

46 吉　川　海　友 鳥 取 米子松蔭高校

47 河　村　このみ 山 形 羽黒高校

48 中　島　那　菜 日本学連 天理大学

49 藤　澤　陽奈子 群 馬 高崎健康福祉大学高崎高校

50 森　川　智　巴 北 海 道 とわの森三愛高校

51 南　原　葵　衣 長 野 松商学園高校

52 澤　井　友　杏 愛 知 アドマテックス

53 前　田　梨　緒 日本学連 明治大学

菊　次　萌　花 日本学連 白鴎大学 18

森　原　菜　月 石 川 金沢泉丘高校 19

東　郷　ゆいか 和 歌 山 和歌山信愛高校 20

近　藤　明日咲 福 島 ダンロップ 21

樋　口　結　菜 鹿 児 島 鹿児島女子高校 22

岡　原　羽　椛 日本学連 四国大学 23

浅　野　　琉愛 日本連盟 東北高校 24

田　川　莉　子 福 岡 中村学園高校 25

高　橋　　　偲 広 島 どんぐり北広島 26

那　須　暁　帆 愛 知 アドマテックス 27

國　居　花　音 山 口 徳山商工高校 28

松　本　唯　郁 日本学連 神戸松蔭大学 29

北　見　莉　子 香 川 英明高校 30

川　上　結　己 大 阪 四天王寺高校 31

木　原　那　菜 東 京 ナガセケンコー 32

臼　田　ひかり 福 井 北陸高校 33

吉　田　侑乃杏 岐 阜 LIBERTA 34

佐　藤　心　美 日本学連 早稲田大学 35

天　間　美　嘉 日本学連 日本体育大学 54

廣　﨑　未　来 青 森 八戸工業大学第一高校 55

田　場　遥　花 埼 玉 アキム 56

藤　井　七　海 岐 阜 太平洋工業 57

久　野　凪　桜 広 島 広島翔洋高校 58

岡　田　采　華 和 歌 山 きのくに信用金庫 59

木　部　理　央 千 葉 木更津総合高校 60

長　谷　歩　奈 日本学連 四国大学 61

髙　濵　美　厘 福 島 ダンロップ 62

久　保　晴　華 東 京 ナガセケンコー 63

鹿　野　叶　恵 大 分 明豊高校 64

笠　井　唯　花 日本学連 中京大学 65

根　岸　楓英奈 兵 庫 東芝姫路 66

野　中　稟　栞 三 重 三重高校 67

乗　松　せ　ら 日本学連 松山大学 68

的　場　海　唯 富 山 高岡商業高校 69

吉　崎　琴　葉 京 都 ワタキューセイモア 70

濱　島　怜　奈 島 根 TSK 71



松　岡　琴　美
日本学連．日本体育大学

大　武　夢　菜
福島．学校法人石川高校

第33回 全日本シングルスソフトテニス選手権大全日本シングルスソフトテニス選手権大会会
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72 上　野　美　穂 埼 玉 川口市役所

73 西　　　華　凛 日本学連 熊本学園大学

74 對　馬　　　優 山 形 羽黒高校

75 森　　　彩　恵 岐 阜 美濃加茂高校

76 神　谷　波　音 香 川 尽誠学園高校

77 佐　藤　紗　空 日本学連 神戸松蔭大学

78 横　山　柑　奈 富 山 高岡商業高校

79 黒　木　　　詩 広 島 広島翔洋高校

80 村　上　亜　優 京 都 ワタキューセイモア

81 上　野　小　町 東 京 ナガセケンコー

82 大　野　柚　芽 三 重 三重高校

83 西　畑　星　愛 北 海 道 札幌大谷高校

84 安　部　蒼　空 日本学連 松山大学

85 真　弓　愛　海 茨 城 多賀高校

86 野　上　怜　奈 山 口 M's

87 縄　田　愛　実 福 島 ダンロップ

88 野　中　萌　花 兵 庫 須磨学園高校

89 塚　本　七　海 日本学連 兵庫大学

108 佐　藤　日香莉 兵 庫 東芝姫路

109 粟　野　杏　菜 日本学連 四国大学

110 水　永　成　実 島 根 出雲北陵高校

111 大　武　夢　菜 福 島 学校法人石川高校

112 柴　田　季　歩 愛 知 アドマテックス

113 前角地　彩　菜 新 潟 ヨネックス新潟

114 花　田　娃　子 大 分 日本製鉄大分

115 吉　田　　　零 埼 玉 浦和第一女子高校

116 大　橋　玲　雨 日本学連 明治大学

117 左　近　知　美 東 京 ナガセケンコー

118 田　代　穂　花 福 岡 中村学園高校

119 津　留　里　咲 岡 山 岡山南高校

120 大　野　怜　奈 日本学連 中京大学

121 大　津　　　櫻 岐 阜 太平洋工業

122 上　田　柚　香 和 歌 山 きのくに信用金庫

123 藤　原　珠　奈 宮 城 東北高校

124 佐　野　結　香 群 馬 高崎健康福祉大学高崎高校

125 本　間　友里那 日本学連 神戸松蔭大学

松　岡　琴　美 日本学連 日本体育大学 90

波多江　光　咲 千 葉 成田高校 91

渡　辺　莉　央 日本学連 立教大学 92

鍜冶田　芽　依 広 島 広島翔洋高校 93

鎌　田　帆　南 鹿 児 島 どんぐり垂水クラブ 94

原　　　千　晴 愛 知 アドマテックス 95

森　田　桃　香 奈 良 高田商業高校 96

枝　川　陽　向 福 井 北陸高校 97

村　上　　　芹 宮 城 東北高校 98

浅　倉　衣　里 岐 阜 太平洋工業 99

鈴　木　愛　菜 栃 木 大田原女子高校 100

三　浦　暢　子 日本学連 四国大学 101

菅　原　愛　未 岩 手 黒沢尻北高校 102

片　野　理　音 東 京 ヨネックス 103

今　田　　　心 島 根 出雲北陵高校 104

竹　内　　　楓 長 野 長野俊英高校 105

浮　貝　美　希 和 歌 山 和歌山信愛高校 106

房　野　紗　千 日本学連 立命館大学 107

吉　野　真　未 神 奈 川 WELL TRADE プロワカ 126

中　村　明　愛 広 島 広島翔洋高校 127

山　口　夕　奈 京 都 ワタキューセイモア 128

篠　澤　美　海 山 形 羽黒高校 129

森　川　愛　瑠 石 川 能登高校 130

岡　　　美　志 日本学連 四国大学 131

上　口　紗　和 三 重 三重高校 132

椎　名　梨香子 香 川 英明高校 133

庭　田　咲　月 日本学連 國學院大学 134

青　松　淑　佳 東 京 ヨネックス 135

木　村　唯　愛 鳥 取 米子松蔭高校 136

粒　來　夏　帆 青 森 八戸工業大学第一高校 137

濱　口　芽　花 日本学連 日本体育大学 138

小　川　木乃花 福 島 ダンロップ 139

山　口　優　菜 日本連盟 宮崎商業高校 140

藪　内　穂乃佳 大 阪 四天王寺高校 141

井　口　美　月 愛 知 トヨタ自動車 142

佐　藤　　　愛 日本学連 早稲田大学 143



岩　倉　彩　佳
広島．どんぐり北広島

浪　岡　菜々美
東京．ナガセケンコー
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144 岩　倉　彩　佳 広 島 どんぐり北広島

145 奥　村　菜々美 岐 阜 鶯谷高校

146 栁　沼　里　彩 日本学連 白鴎大学

147 瀬戸口　　　椛 宮 崎 宮崎商業高校

148 島　田　侑　依 滋 賀 高島市協会

149 服　部　七　海 日本学連 神戸松蔭大学

150 清　水　結　愛 福 井 北陸高校

151 大　武　姫　菜 福 島 学校法人石川高校

152 長谷川　憂　華 京 都 ワタキューセイモア

153 小　林　愛　美 東 京 ヨネックス

154 内　田　涼　凪 岡 山 就実高校

155 倉　田　真　織 日本学連 四国大学

156 西　口　　　奏 大 阪 四天王寺高校

157 五十嵐　杏　寿 群 馬 高崎健康福祉大学高崎高校

158 小水流　里　菜 愛 知 アドマテックス

159 猪　古　雛　里 熊 本 菊池郡市協会

160 中　谷　さくら 日本学連 明治大学

179 吉　木　理　彩 日本学連 日本体育大学

180 水　谷　朱　理 三 重 三重高校

181 布　施　琴　音 石 川 兼六クラブ

182 安　田　まどか 埼 玉 川口市役所

183 竹　山　千　尋 京 都 ワタキューセイモア

184 池　内　麻　乃 日本学連 松山大学

185 松　井　文　音 広 島 広島翔洋高校

186 畠　山　日　和 山 形 羽黒高校

187 赤　川　友里奈 東 京 ヨネックス

188 高　橋　瑚　子 日本学連 早稲田大学

189 萩　原　陽　菜 富 山 高岡商業高校

190 石　井　海　菜 神 奈 川 相洋高校

191 佐々木　　　夏 和 歌 山 きのくに信用金庫

192 川　島　世　愛 北 海 道 札幌大谷高校

193 郡　司　望　美 日本学連 中京大学

194 加　藤　美　雲 大 分 明豊中学校

195 武　山　愛　佳 岐 阜 美濃加茂高校

196 佐　藤　あいり 福 島 ダンロップ

竹　平　碧　純 兵 庫 須磨学園高校 161

鈴　木　沙　奈 岩 手 黒沢尻北高校 162

櫻　井　可南子 茨 城 夢ひたクラブ 163

谷　　　明日里 日本学連 四国大学 164

高　橋　寧　々 新 潟 ヨネックス新潟 165

波　多　凜　七 広 島 広島翔洋高校 166

正　岡　由　光 日本学連 福山平成大学 167

村　上　恵　理 福 岡 新宮高校 168

五十嵐　美　結 岐 阜 太平洋工業 169

田　畑　　　蘭 愛 知 トヨタ自動車 170

髙　田　美　滴 香 川 英明高校 171

石　井　胡　桃 日本学連 兵庫大学 172

細　田　美　帆 東 京 ナガセケンコー 173

山　田　葉　七 山 口 岩国クラブ 174

久　原　羅　夢 京 都 チームサニーブリーズ 175

宮　下　日香莉 日本学連 日本体育大学 176

半　田　妃良莉 宮 城 東北高校 177

小　野　夏　海 埼 玉 アキム 178

唐　澤　すみれ 日本学連 法政大学 197

倉　澤　里　奈 栃 木 宇都宮中央高校 198

早　川　真　生 香 川 尽誠学園高校 199

丸　木　花　音 奈 良 高田商業高校 200

渡　辺　　　柊 愛 知 アドマテックス 201

坂　口　美沙姫 日本学連 天理大学 202

安　保　美　桜 宮 城 東北高校 203

仲　倉　玲　依 鳥 取 米子松蔭高校 204

近　坂　優　衣 日本連盟 立教大学 205

岩　元　愛　美 日本学連 神戸松蔭大学 206

古　川　夢　望 広 島 広島翔洋高校 207

椎　名　萌　花 兵 庫 東芝姫路 208

平　野　夏　菜 千 葉 木更津総合高校 209

鬼　塚　弓　華 鹿 児 島 鹿児島女子高校 210

稲　垣　亜　瞳 岐 阜 GifuTed 211

川　村　実乃凛 青 森 八戸工業大学第一高校 212

逸　見　真　子 日本学連 四国大学 213

浪　岡　菜々美 東 京 ナガセケンコー 214



天　間　麗　奈
日本学連．日本体育大学

前　川　愛　生
兵庫．東芝姫路

第33回 全日本シングルスソフトテニス選手権大全日本シングルスソフトテニス選手権大会会
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215 大　野　愛　香 新 潟 ヨネックス新潟

216 城　内　心　和 福 島 学校法人石川高校

217 高　木　夕　愛 日本学連 國學院大学

218 藤　井　綴　菜 和 歌 山 和歌山信愛高校

219 中　島　茉衣子 島 根 TSK

220 箱　崎　愁　里 東 京 ナガセケンコー

221 土　屋　莉　愛 岐 阜 美濃加茂高校

222 實　田　珠　愛 鳥 取 米子松蔭高校

223 杉　本　咲　楽 日本学連 四国大学

224 竹　村　瑠稀愛 兵 庫 須磨学園高校

225 小　野　美　桜 青 森 下山学園高校

226 伊　藤　美咲華 広 島 広島翔洋高校

227 山　本　響　彩 日本学連 中京大学

228 柿　下　栞　凛 日本学連 同志社女子大学

229 上　野　　　葵 香 川 尽誠学園高校

230 三　枝　柚　葵 宮 崎 宮崎商業高校

231 矢　代　結　羽 千 葉 拓殖大学紅陵高校

232 浅　見　今日子 愛 知 アドマテックス

251 足　利　茉　奈 日本学連 神戸松蔭大学

252 渡　邉　百　音 埼 玉 浦和第一女子高校

253 樋　口　日花梨 鹿 児 島 どんぐり垂水クラブ

254 川　口　真　歩 岐 阜 太平洋工業

255 石　田　に　こ 山 形 羽黒高校

256 八　島　知　優 日本学連 四国大学

257 秋　葉　はるか 広 島 東洋観光

258 源　川　耀　子 新 潟 ヨネックス新潟

259 原　口　美　咲 京 都 ワタキューセイモア

260 藤　城　みちる 東 京 ナガセケンコー

261 阿　部　寧　々 岡 山 山陽学園高校

262 大　星　結　珠 日本学連 松山大学

263 清　水　麻　美 福 島 ダンロップ

264 螺　良　寧　々 栃 木 白鴎大学足利高校

265 吉　川　理　梨 愛 知 トヨタ自動車

266 久　留　　　紅 和 歌 山 きのくに信用金庫

267 蓮　沼　優　希 石 川 能登高校

268 江　口　咲礼紗 日本学連 関西大学

天　間　麗　奈 日本学連 日本体育大学 233

村　田　実　優 長 野 松商学園高校 234

薮　内　祥　子 岐 阜 太平洋工業 235

前　本　真　弥 福 島 ダンロップ 236

小　池　ありさ 群 馬 高崎健康福祉大学高崎高校 237

辻　倉　奈　津 京 都 ワタキューセイモア 238

高　木　己　想 日本学連 四国大学 239

濵　畑　　　翠 鹿 児 島 ESOFIA SOFTTENNIS CLUB 240

坂　本　朱　羽 広 島 どんぐり北広島 241

杉　本　　　希 東 京 ヨネックス 242

小野寺　央　桂 宮 城 東北高校 243

堀　　　愛　梨 三 重 三重高校 244

花　木　夏々璃 日本学連 神戸松蔭大学 245

浪　岡　成　美 埼 玉 アキム 246

江　田　百々香 大 阪 四天王寺高校 247

長　島　朱　伽 福 岡 中村学園高校 248

村　山　千　夏 山 口 徳山商工高校 249

大　和　美　月 日本学連 早稲田大学 250

柏　　　春　花 宮 城 東北高校 269

森　田　早　貴 島 根 出雲北陵高校 270

門　松　　　虹 大 分 日本製鉄大分 271

向　山　せ　ら 日本学連 日本体育大学 272

中　條　世　蓮 奈 良 高田商業高校 273

及　川　咲　空 日本学連 東京女子体育大学 274

高　倉　都　羽 富 山 高岡商業高校 275

吉　田　澪　奈 東 京 ヨネックス 276

前　川　愛　生 兵 庫 東芝姫路 277

山　口　真　央 岩 手 宮古商工高校 278

國　司　瑞　姫 日本学連 熊本学園大学 279

家　入　　　天 香 川 英明高校 280

鈴　木　綾　華 三 重 三重高校 281

嶋　野　　　杏 北 海 道 札幌大谷高校 282

山　内　　　遥 神 奈 川 WELL TRADE プロワカ 283

深　井　やちる 広 島 広島翔洋高校 284

中　谷　ももこ 日本学連 明治大学 285





　各カテゴリーにおいて会員数が減少している現状を
踏まえ、普及事業を体系的に推進することを目的とし
て「普及計画委員会」を設置する。
　ソフトテニスは日本発祥のスポーツとして世代を超
えて楽しむことができる特性を有しており、適切な環
境整備と普及政策により、生涯スポーツとしての価値

　ソフトテニス公認メーカー会より、ラケット公認制
度の運用見直しに関する提案が示された。
　現行のラケット公認制度では、ラケット本体に公認
マークの貼付を義務付けており、各メーカーが公認料
の支払いおよびシールの発注・貼付作業を行っている。
　しかし、ラケット本体にシールを貼付しにくい等の
課題があること、また、国際ルール化の観点からも必

●�ソフトテニスラケットにおける公認マークプリント
の廃止に伴う対処について

　2026年4月以降に新製品として販売されるラケッ
トに限り、公認マークの貼付が廃止となり、今後、公
認マークなしラケットの使用者が増加することが見
込まれるため、トスの方法についても対応を検討す
る必要がある。当面は、従来どおり公認マーク入りラ
ケットの使用が多数を占めると想定されるため、現行
の方法に準じた運用を行うことを基本とする。

普及計画委員会の設置について

ラケット公認マークの貼付廃止について

審判委員会より連絡・報告事項

1

2

3

　今年2月に全国の評議員による臨時評議員会がリモート形式で開かれました。その中で、
特に読者の皆様に知っていただきたいことを８項目にまとめたので紹介します。これらの内容
をご理解し、応援していただければ幸いです。

を一層発揮する可能性を有している。学校部活動に依
存した従来型の普及構造から脱却し、地域社会を基盤
として小学生・中学生から高校生・大学生・一般・シ
ニア層に至るまで、誰もがいつでもどこでもソフトテ
ニスに触れ、生涯にわたり身近に楽しむことができる
新たな地域環境を構築することを背景としている。

ずしもシール貼付を要しないのではないかとの意見が
あり、検討の結果、ラケット本体へのシール貼付義務
を廃止する。あわせて、ラケット本体からマークがな
くなることに伴い、コイントスの方法についても現行
の運用から変更する方向で検討している。なお、コイ
ントスに関する詳細については、別途審判委員会より
報告を行う。 

　今後、公認マークなしラケットの使用に伴うトス方
法については、ラケットのグリップエンドにあるメー
カーマークを表としてトスを行う方法を一つの案とす
る。あわせて、国際ルールに準じたコイントスを並行
して運用する。コイントスを実施する場合は、ソフト
テニスルールブック審判規則第23条第5項に記載さ
れている国際大会に準じた方法で行う。
　2026年度以降の日本連盟主催大会においては、ロー
カルルールとしてコイントスを採用する方針とする。

読者に知って欲しい読者に知って欲しい
臨時評議員会で決定した臨時評議員会で決定した「「８８」」項目項目

特別企画特別企画
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　令和7年度全国小学校大会、令和8年度JOCジュ 
ニアオリンピックカップ/全日本ジュニア選手権大
会、令和8年度全日本小学生選手権大会について、要
項の一部変更が説明された。全国小学生大会が令和7

　 過 去 に 天 候 不 良 に よ り Step-3 を 開 催 で き ず、
Step-4への推薦選手選出に苦慮した経緯を踏まえ、
自然災害等の影響によりStep-3を開催できない場合
のStep-4への推薦選手選考基準について説明があっ
た。

　技術等級認定料の改定について2026年4月1日より以下（図）とする。 

大会要項の変更について 

競技者育成プログラムStep-3 中止時の推薦選手選出について 

技術等級認定料の改定について 

5

6

4

さらに、2 ～ 3年後を目途に、各支部を含め、ルール
ブック上もコイントス一本化とする方向で進める予定
とする。
●�国民スポーツ大会における監督の保有審判員資格に
ついて 

　ルールを把握した有知識者の監督を増やすため、国
民スポーツ大会実施要項に規定されている監督の参加
資格に「１級審判員の資格を有していること」を追加
する方向で検討している。
●�１級審判員、２級審判員における研修会・検定会の
免除概要 

　2026年度より、1級審判員の更新研修会および検定
会における実技の免除、ならびに2級審判員の更新研

年度にて終了すること、このことに伴い他大会への出
場権利が変動するもの。全日本小学生選手権大会につ
いてはベンチコーチにはスタートコーチ以上および公
認審判員制度2級以上の有資格者とする。 

　Step-2を経て選出された選手を対象とし、各カテ
ゴリーに派遣された指導者が評価を行うこととする。
留意事項としては、公平性を担保するため抽象的な表
現・評価はせず、選出根拠として説明できる具体的事
実を評価する。 

修会受講の免除措置を導入する方針とする。対象は、
日本連盟主催大会およびそれに匹敵する大会 におい
て、選手との兼任ではなくアンパイア専任として従事
した者とする。本措置により、審判活動に対する一定
のメリットを明確化し、当該年度における審判 従事
の動機付けとすることを目的とする。 
●公認審判員認定料及び更新料の改訂について 
　2027年度より改定を行う方向で検討を進める。昨今
の物価高騰等の状況を踏まえ、総合的に判断するもの
である。充当する事業として、新たな動画教材の作成、
イエローカードの作成、過去に廃版となったジュニア
審判マニュアルの再販、日本連盟主催大会へ派遣する
審判員の宿泊費および交通費等が対象となる予定。
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　公認スポーツ指導者資格は、有効期間を4年間 と
し、その期間内（有効期限の概ね3年6か月以内）に更
新研修を修了することで自動更新が可能となる制度で
ある。
　しかし、必要な更新研修を受講しない場合、または
受講後に所定の手続きを行わない場合には、資格が無
効となる。資格が無効となった者に対しては、一定の
条件のもとで再登録または復活登録を認める制度を
設けている。本件通知については、2024年5月に各加
盟団体へ周知しているが、今回一部内容を修正する。
2019年4月以降に資格を新規取得した者に限り適用

　これまで、コーチ1養成講習会の受講資格は、公認
審判員制度2級以上の有資格者であり、かつ技術等級
制度の有資格者であることを必須条件としていた。
　しかし、指導者数の拡充を図る観点および関係者か
らの要望を踏まえ、令和8年度より、受講資格から「技
術等級制度有資格者」の要件を削除する予定。これに
より、令和8年度以降は、公認審判員制度2級以上の
有資格者であれば、コーチ1養成講習会を受講可能と

公認スポーツ指導者資格（ソフトテニス）の「再登録」又は「復活登録」について

「公認スポーツ指導者資格（ソフトテニス）コーチ１養成講習会」の受講資格の変更について 

7

8

するものである。資格が無効となり、有効期限から5
年以内の場合には、各都道府県で実施する更新研修を
修了のうえ、その修了を証する書類および復活登録申
請書を提出することで復活登録を認める。
　今回の修正では、「更新研修の修了」を復活登録の要
件として明確に追加する。これは、通常の更新手続き
において更新研修の受講が必須であるにもかかわら
ず、復活登録において研修を要件としないことは制度
上の均衡を欠くこと、また他競技団体の運用との整合
性を図る必要があることを踏まえたものである。 

する。
　本件については、現在、日本スポーツ協会へ申請中
であり、今月24日に開催予定の委員会において承認
を受けた後に施行する。承認が得られ次第、各加盟団
体へ改めて通知する。
　なお、コーチ2以上の指導者資格の取得条件につい
ては、引き続き技術等級制度の資格を必要とする。今
回の変更はコーチ1に限るものとする。

特別企画特別企画

読者に知って欲しい読者に知って欲しい 臨時評議員会で決定した臨時評議員会で決定した「「８８」」項目項目
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変わりゆく時代に　　　　　

　　　　　　　変われる強さを。

ホームページ



　前回は、小学生ソフトテニス普及の現状として、学
年別登録率や地域差、活動形態の特徴について紹介
した。今回は、活動を支える運営基盤に着目し、活動
日数、施設、指導体制、広報、支援の状況から、今後
の普及施策の方向性を考えたい。調査によれば、活動
日数の週平均は３.５６日であり、週４日程度の活動が
２３.４％と最も多かった。平日は２～３日程度、休日は
１～２日程度の活動が中心であり、小学生年代の活
動は、週複数回の継続的な実施によって支えられてい

た。また、活動時間は平日では１～２時間及び２～３
時間、休日では２～４時間が中心であり、子どもの生
活リズムや学校生活との両立を図りながら活動が行わ
れている実態がうかがえた。
　活動場所については、平日・休日ともに公共コート
の利用が最も多く、公共施設の利用可能性が活動継続
を左右する重要な基盤であることが示された。加え
て、施設使用料の減免や優先予約の有無が活動継続に
大きく関わっていることも確認された。小学生の普及

特別企画〈後編〉特別企画〈後編〉

小学生ソフトテニス活動を小学生ソフトテニス活動を
支える基盤整備と今後の方向性支える基盤整備と今後の方向性

図1．週活動日数の分布

（公財）日本ソフトテニス連盟登録人口問題対策委員会（公財）日本ソフトテニス連盟登録人口問題対策委員会
委員長　　委員長　　小峯　秋二小峯　秋二

週平均3.56日
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を進めるうえでは、競技の魅力発信だけでなく、子ど
もたちが継続して活動できる場所を安定的に確保でき
るかが大きな鍵となる。公共施設の確保、利用料の軽
減、予約制度の改善などは、今後の普及施策における
重要な基盤整備といえる。指導体制については、１団
体当たりの指導者数の平均は５.２０人であり、複数人で
支える体制が一般的であった。一方で、ＪSPO資格に
ついては「資格の義務・推奨なし」が最も多く、審判
資格についても義務化や推奨の考え方にばらつきがみ
られた。このことは、参入しやすさという点では利点
がある一方で、指導の質や安全性をどのように担保し
ていくかという課題を示している。今後は、一律の義
務化ではなく、活動継続を損なわない範囲で、段階的
な資格取得促進や研修機会の整備を進めることが重要
である。広報活動では、口コミ、ポスター・チラシ配
布、お試し体験会が中心であり、地域密着型・対面型
の取組が主流であった。一方で、PR動画、SNS、ホー
ムページ等のデジタル広報の活用はまだ限定的であっ
た。小学生年代では、参加判断に保護者が大きく関わ
るため、活動内容、安全性、費用、指導体制、大会や交
流の魅力などを分かりやすく伝えることが欠かせな
い。今後は、地域での体験会や口コミを基盤としつつ、

SNSや動画等によって活動の様子を可視化し、対面型
広報とデジタル広報を組み合わせた発信を強化してい
く必要がある。また、行政からの支援・補助について
は、スポーツ少年団や総合型地域スポーツクラブの方
が比較的支援を受けやすく、クラブチームでは相対的
に不利な状況がみられた。組織形態の違いによって支
援の届き方に差があることは、実際に子どもの活動を
支えている現場にとって大きな課題である。今後は、
組織形態にかかわらず、小学生の活動を実質的に支え
ている団体へ支援が届くよう、支援制度の対象や要件
を見直していく視点が求められる。自由記述では、「子
ども」「活動」「必要」「指導者」「大会」「地域クラブ」「体
験」「保護者」「PR」「地域」などの語が多くみられた。
このことからも、小学生普及においては、競技そのも
のの魅力発信に加え、体験機会の充実、保護者理解の
促進、指導者確保、施設確保、地域連携の構築が重要
な課題として認識されていることが分かる。日本連盟
としては、地域現場の取組を支える基盤整備に加え、
小学生向け普及の魅力を伝える広報発信を強化し、各
種メーカー等とも連携しながら、小学生期における競
技との接点を全国的に広げていくことが重要である。

図2．組織形態別にみた行政支援・補助の状況
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第2回
大会レポート大会レポート

■3月26日～29日　タイ・パトゥムタニー県　ラジャマンガラ工科大学タンヤブリ校

文・髙川　亜紀（医療法人 日域整形外科クリニック）

日本選手団

監 督 佐藤　英宜

トレーナー 髙川　亜紀

男 子 選 手 浅見　竣一朗、安達　宣

女 子 選 手 佐藤　心美、青松　淑佳

　3月下旬に初夏のタイで開かれた今大会。日本代表選手4名は、厳しい暑さの中をどのように戦ったのか。
ここでは、体調管理、熱中症対策、コンディショニングを中心としたレポートをお届けします。

大会に向けた取り組み

●体調管理など
　大会1週間前に全選手に連絡を取り、ケガや体調、
服薬の有無などの確認を行った。期間中はコンディ
ショニングチェックシートを用いて選手の体調管理を
行った。
●熱中症対策
　タイの気候は初夏。大会開催として熱中症対策が大
事。水分補給用にドリンクの準備をいただき、会場で
は大量に氷をいただくことができ、ミネラルウォー
ターもしっかり準備できた。
　朝食は会場内に用意され、夕食は日本から準備した
レトルト食品などをいただいたが、ビタミン、ミネラ
ル、乳製品類が不足し、熱中症状の選手が出た。
●コンディショニング
　試合前日の26日にタイの到着が夜になり、少し身
体を動かす目的で1時間コート練習し、蒸し暑さに大
量の汗。翌日のために調整した。
　ウォーミングアップから身体の準備はもちろん、
クールダウンは、ストレッチなど身体と心を落ち着か
せるよう指導した。

大会では選手の体調の良し悪しが大会では選手の体調の良し悪しが
成績に結びつく。スタッフは選手成績に結びつく。スタッフは選手
の体調管理や熱中症対策のために、の体調管理や熱中症対策のために、
様々なものを準備した様々なものを準備した
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浅見　竣一朗（早稲田大学）
　アジア大学に出場し、海外選手のレベルの高さと国
際大会の難しさを実感しました。特に中華台北の選手
は技術力が高く敗れてしまいましたが、大きな刺激を
受けました。
　また、暑い気候や食事の違いにも苦労し、環境への
対応の大切さを学びました。今回の経験を通して、同
世代の海外選手にも負けたくないという思いが強まり
ました。

安達　宣（早稲田大学）
初めての海外での大会に出場したことで様々な経験を
した。海外、特に中華台北の代表レベルの選手との対
戦では、日本のオーソドックスな戦い方とは異なるス
ピード、戦術、試合のスピードを感じた。これらを経
験した事で自分のテニスの考え方の幅が広がり、勝つ
ために必要な練習が多くあることを再確認した。
今回は結果を残すことができなかったが、次に国際大

会に出場させてい
ただくことができ
たら、より成長させ
た技術や戦術、メン
タリティで結果を
出します。

佐藤　心美（早稲田大学）
　アジア学生に出場し、海外選手との対戦を通して国
際レベルの高さを実感した。テンポの速さと一球の
質、広い守備範囲と粘り強さに加え、フィジカル面で
の差も明確に感じた。
　また、気温や食事といった環境の違いの中で結果を
出す難しさも痛感した。
　これらの課題を受け止め、競技力と適応力の両面を
高め、次は結果で示したい。

青松　淑佳（ヨネックス）
　タイでの国際大会では、他国選手と対戦し、総合力
の高さと日本とのプレースタイルの違いを実感した。
特にストロークの威力と一球一球の精度、守備力、決
定力の高さが印象的だった。さらにラリーのテンポも
速く対応の遅れが課題として残った。
　普段とは異なる環境の中で実力を発揮する難しさを
痛感したため、今回の反省を活かし、今後の成長と結
果に繋げていきたい。

今後の課題

　今大会は真夏のタイの気候の対応に苦しんだ。環境
の違いや衛生面など食事や水に関しても注意が必要
だった。
　宿泊施設が学生寮のため不便を感じた。飲食を購入
する場もなく、夕食はお弁当。コインランドリーもな
い。いずれも事前の確認準備が必要だった。
競技では、やはり男女共にフィジカル面の強化は引き
続き必要な課題。パワーとスピードに対応できるフィ
ジカルの強化。

謝　辞

　大会期間中、さまざまな場面で通訳の方々をはじ
め、タイ連盟関係者の皆様にはサポートいただきまし
た。
　また、日本ソフトテニス連盟の関係者様には、事前
準備などをはじめ、大会会場内でもスムーズに活動さ
せていただき、心より感謝いたします。

選 感の手 想
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第2回

男女シングルス・ダブルス　ベスト4

男子チーム戦
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第2回

女子チーム戦
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北海道ソフトテニス連盟の推薦理由

令和７年度令和７年度

北海道

支部功労者・優良団体
紹 介

Vol.1

〈受賞の感想〉
　この度は、支部功労者賞をいただき大変光栄に思います。ありがとうご
ざいます。
　中学の時にソフトテニスに出会い、途中いろいろありましたが今日まで
何とか続けることができ、その上このような栄誉ある賞をいただくことが
できました。これもひとえに皆様の応援や支えがあったからこそと心よ
り感謝申し上げます。また、ずっと応援してきたくれた家族にも感謝、感
謝です。

〈今後の抱負〉
　今回の支部功労者受賞を励みとして、生涯スポーツとしてのソフトテニ
スを大いに楽しみ、これまでの経験を活かしながらたくさんの方たちのお
役に立てるよう努めてまいりたいと思います。
　今後においても、これまでの経験を役立てることがあれば尽力したいと思います。

支部功労者 渡辺 はるみ渡辺 はるみ  氏

　平成17年度に北海道ソフトテニス連盟理事に選任され、平成21年度に常任理事、令和元年度に副理事長兼審判
委員長に就任し、特に全国大会における円滑な運営並びに1級審判員の育成に多大なる尽力をいただいている。
　また、平成29年からは北海道レディース連盟の会長に就任し、数々の大会を開催し、組織強化にも傾注し、平成
28年、令和6年には全国大会を北海道で開催した立役者である。
　さらに、日本レディースソフトテニス連盟の役員として、平成19年度に常任理事、28年度に副会長を経て令和6
年度からは会長として、北海道のみならず全国各地に赴き、レディース連盟の発展に現在も活躍されている。
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北海道ソフトテニス連盟の推薦理由

北海道ソフトテニス連盟の推薦理由

〈受賞の感想〉
　この度は支部功労者賞をいただき大変光栄に思っております。ご推挙いただいた
ことに深く感謝申し上げます。
　伊達市立達南中学校で岩城先生に教えを受け、ソフトテニスの楽しさを学びまし
た。室蘭栄高校、北海道教育大学札幌分校で競技を続け、卒業後は中学校教員とし
て部活動で指導をしました。競技者としては大した実績は残しておりませんが、ソ
フトテニスという競技の魅力を伝えることを大切に38年の教職人生を過ごしまし
た。卒業生が選手や指導者として活躍する姿を見ることができ、幸せだと思います。
　今後もソフトテニスのために役立ち、受賞の恩に報いたいと考えております。

〈今後の抱負〉
　今年還暦を迎えることになり、健康面での自信はあまりありません。けがも多くなりました。指導者としても先はそれ
ほど長くはないと思います。しかし、体が許す限り、コートに立ち、ラケットを握り、一本でも多くボールを出したいと思っ
ています。微力ではありますが、意欲ある若者達の役に立てるよう努力します。多くの師から学んだことを少しでも還元
し、諸先輩方に恥じない指導をしたいと思います。感謝の気持ちで残り少ないソフトテニス人生を過ごします。
　今後においても、これまでの経験を役立てることがあれば尽力したいと思います。

支部功労者 篠原 一郎篠原 一郎  氏

　平成13年度に北海道ソフトテニス連盟理事に選任され、平成19年度から30年度まで多年にわたり副理事長と
して、強化委員会・指導普及委員会・総務委員会と多くの委員会を担当し、組織強化に尽力いただき、令和元年
度からは監事として組織運営に側面的な支援をいただいている。
　また、北海道中体連のソフトテニス専門委員長として、中体連大会の運営、中学生の技術力向上にも貢献した。さら
に、現在は、札幌ソフトテニス連盟の副会長に就任し、勤務校の部活動顧問も務め、中学生の育成に活躍されている。

　室蘭連盟は昭和21年（1946年）に室蘭軟式庭球連盟として発足以来、今年79年となり、来年は創立80周年とな
る。昭和21年から36年までは全道選手権大会、全日本壮年東西対抗兼全日本女子選抜大会、労働文化祭全道大
会などを開催、また、昭和37年から令和5年までは全道都市対抗、長瀬杯全道春季大会、全道市役所大会、全道
高校総体等開催地として、長きにわたり尽力していただいた。2年前には室蘭市総合体育館から栗林アリーナを
新設し、テニスコートメイン2面とサブの1面の計3面が使え、毎年中学生・高校生を主体とした講習会や大会
を行い、令和7年度は全日本社会人大会成年男子35歳、45歳の実施・成功において後援連盟として貢献された。

〈受賞の感想〉
　この度は優良団体として表彰させて頂き、関係者の皆
様に深く感謝申し上げます。
　室蘭ソフトテニス連盟は創立80周年を迎え、その節目
に日本ソフトテニス連盟より賜り、大きな励みとなりまし
た。2024年には屋外コート12面が整備され、うち8面で
ナイター利用が可能となり、環境が大きく前進しました。
　さらに、昨年令和7年度は全日本社会人大会を開催し、
地域の力を全国へ発信できました。支えてくださった皆
さまに深く感謝申し上げます

優良団体

〈今後の抱負〉
　室蘭ソフトテニス連盟は、地域展開へ移行する中学生
世代への支援を今後の重要課題と捉えています。これま
での部活動同様に競技人口を確保しつつ、競技力向上を
図る二つの流れを両立させる体制づくりが求められま
す。地域と学校が連携し、誰もが継続して取り組める環
境を整え、次世代を担う選手の育成に努めてまいります。

室蘭ソフトテニス連盟室蘭ソフトテニス連盟
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栃木県ソフトテニス連盟の推薦理由

令和７年度令和７年度

栃木県

支部功労者・優良団体
紹 介

Vol.2

〈受賞の感想〉
　この度は名誉ある支部功労者表彰を賜り、心より感謝申し上げます。機関誌への掲
載にあたり、ご披露できることが乏しく恐縮の念に堪えません。
　栃木県北の小規模なクラブではありますが、1950年の協会創立以来、76年にわたり
活動を続けてまいりました。その間、ママクラブの立ち上げや、小・中学生を対象とし
たソフトテニス教室での育成指導に取り組んでまいりました。
　また、中学生研修大会の開催・運営に携わるとともに、2020年には協会創立70周年
を迎え、記念式典の開催や記念誌の発刊などの記念事業にも取り組みました。
　さらに、役員として栃木県ソフトテニス連盟および県シニア連盟の理事を務めてま
いりました。このような活動を長年継続できましたのも、皆様のお力添えの賜物と深
く感謝しております。
　今後も、後期高齢者となった現在ではありますが、できる限り現役を続けてまいりたいと思っております。

〈今後の抱負〉
　足腰の衰えを感じつつ、今後も体のケアに努め、残された人生の期間を最愛であるソフトテニスに親しみ、長年指導育
成に従事してきた現在、県代表選手になりつつあるクラブ教室出身者の生末にも期待していきたいと思います。

支部功労者 玉木 光一玉木 光一  氏

　地域クラブの立ち上げをはじめ、地域大会の運営や小・中学生への指導など、積極的にソフトテニスの普及・
振興活動を実践してこられました。
　また、栃木県ソフトテニス連盟理事および県シニア連盟理事を長年務められ、さらに矢板市ソフトテニス協会
では、副会長を25年間、会長を7年間にわたり就任され，栃木県におけるソフトテニスの普及・発展に多大な尽
力をされました。
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栃木県ソフトテニス連盟の推薦理由

栃木県ソフトテニス連盟の推薦理由

　地元を中心とした小学生を対象に、「ソフトテニスの楽しさを心から感じられるチームづくり」を目的として、
2004年に創立されました。現在も、技術の向上はもちろん、心の育成にも力を入れて活動しています。
　栃木県内大会では常に上位の成績を収め、関東大会・全国大会においても素晴らしい成果を挙げています。
　また、本クラブ卒業後もソフトテニスを継続する選手が多く、県大会のみならず、関東大会・全国大会でも活躍
しており、栃木県のソフトテニス発展に大きく貢献しています。

　20年以上、栃木県ジュニアソフトテニス連盟に所属し、この期間栃木県代表チームのコーチ、監督を歴任し、
2020年より同連盟の会長を務めています。中学～高校～社会人への活躍に繋がる最も重要な時期であるジュニア
の育成に貢献しています。

〈受賞の感想〉
　このたびは、日本ソフトテニス連盟より優良団体とし
て表彰を賜り、誠にありがとうございます。これまでご支
援・ご協力をいただきました関係者の皆様に、心より御
礼申し上げます。
　当団体は、2004年の創立以来、小学生を対象としたソ
フトテニススクールを継続し、地域に根ざした活動に取り
組んでまいりました。技術指導はもちろんのこと、心・技・
体の向上を大切にし、子どもたちがソフトテニスの楽しさ
を実感できる環境づくりに努めております。
　今後も、ソフトテニスのさらなる発展と普及に貢献で
きるよう、より一層励んでまいります。

〈今後の抱負〉
　私たちは、いつも笑顔と元気を大切にしながら、子ど
もたちが「ソフトテニスって楽しい！」と心から感じられ

優良団体

るチームづくりを続け
てまいりました。 これ
からも、仲間と励まし合
い、楽しみながら成長で
きる環境をさらに広げ
ていきます。
　技術の向上はもちろ
ん、思い切り体を動か
し、仲間と声を掛け合
い、元気いっぱいにコー
トを 駆け回るそ んな
チームらしさを大切にしながら、子どもたちの笑顔がもっ
と増える活動に取り組んでまいります。
今後も、ソフトテニスの魅力を明るく楽しく全力で伝え、
地域に元気を届けられるチームとして成長していきます。

芳賀ソフトテニスクラブジュニア芳賀ソフトテニスクラブジュニア

〈受賞の感想〉
　この度は、支部功労者賞を賜り、ありがとうございました。身に余る光栄に存じます。
私とソフトテニスとの出会いは中学の部活動からでした。その後、約20年以上もラ
ケットを握っていませんでしたが、40歳を過ぎた頃に娘がソフトテニスをやりたいと
の事から再びラケットを握ることになりました。その後、栃木県ジュニアソフトテニス
連盟の男子コーチ、男子監督を経て、2020年から会長を務めております。今後も、ジュ
ニア育成に邁進していきたいと思います。ありがとうございました。

〈今後の抱負〉
　ジュニア期に活躍した選手が、社会人大会でも上位に入賞している記事を見るたび
に目を細めております。私は、スポーツは種目を問わず、人間育成に必要かつ重要な
事と感じております。
　ソフトテニスを通して、心・技・体を磨く事は当然ですが、これから大人になっていくジュニアの皆さんに、人として
の礼儀・挨拶・気づき力・反省・感謝等も身につけられるよう指導していきたいと思っています。

支部功労者 秋澤 真二秋澤 真二  氏
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令和７年度令和７年度

愛知県

支部功労者・優良団体
紹 介

Vol.3

〈受賞の感想〉
　この度は、支部功労者賞をいただき身に余る思いで一杯です。ご推薦いた
だいたことに深く感謝申し上げます。
　学生まで取り組んだソフトテニスを生かしたく、中学校で指導者として生
徒と共に目標と夢を追い続けて48年が過ぎました。現在は自身のクラブ運営
と指導で忙しい毎日を過ごしています。未だに青春を謳歌していることに関
わった教え子や同志に感謝しています。そして、未来を担う子どもたちに、テ
ニスと同じように粘り強く生き抜いていく力を培って欲しいと思っています。

〈今後の抱負〉
　今までは学校の部活動で希望すれば誰でもソフトテニスを行うことができ
たものが、クラブ化に伴い確実に人口が減っている現実を目の当たりにして、誰でも教えてもらえる場所や練習できる場
所の提供を意識して活動しています。
　ボールを打つ時の気持ち良さ、上手くいった時の喜びを多くの子どもたちに味わって欲しいと考えています。

支部功労者 清水 恒義清水 恒義  氏

愛知県ソフトテニス連盟の推薦理由
●平成13年4月1日～平成27年3月31日：愛知県ソフトテニス連盟 小学生委員会 委員
●平成28年4月1日～令和7年3月31日：愛知県ソフトテニス連盟 小学生委員会 委員長
●�平成13年に小学生及び中学生を対象とした半田球友クラブを設立し、今年で25年を迎え、その間に数多くの選

手を全国大会に輩出している。また、選手は、半田市教育委員会・半田市ポーツ協会のスポーツ賞を受賞している。
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愛知県ソフトテニス連盟の推薦理由

愛知県ソフトテニス連盟の推薦理由

●�本団体は「明るく」「楽しく」「元気よく」「夢（目標）を持って」を活動の基本理念とし、近年著しい成長を遂げて
いる。

●�中部電力のみならず、中部電力グループ全体が一体となって取り組み、企業間の連携や横のつながりをスポー
ツを通じて効果的に構築している点は、企業スポーツの新たな価値を見出している。

●�実業団チームとして競技力の向上を目指す一方で、「強さ」のみを追求するのではなく、「誰もが生涯にわたって
安心して活動できる」環境づくりにも注力しており、地域社会におえけるスポーツ振興にも大きく貢献している。

●�地域貢献活動にも積極的に取り組んでおり、地元中学生への指導や地域スポーツイベントへの参加を通じて、
青少年の健全育成とソフトテニスの普及拡大に寄与している。これからの活動は、地域社会とのつながりを深
めるとともに、スポーツを通じた社会的価値の創出にも大きく貢献している。

●平成29年4月1日～平成31年3月31日：愛知県ソフトテニス連盟 理事
●平成31年4月1日～令和3年3月31日：愛知県ソフトテニス連盟 常任理事
●令和3年4月1日～令和7年3月31日：愛知県ソフトテニス連盟 副理事長
●令和7年4月1日～現在：愛知県ソフトテニス連盟 理事長
●長年ジュニアクラブの運営および指導を実施し、ジュニアの技術力向上に寄与している。
●自らもプレーヤーとして全日本の大会で優秀な成績を残している。

〈受賞の感想〉
　この度は、優良団体という名誉ある賞を賜り、誠にあり
がとうございます。
　当チームは、中部電力のみならず、中部電力グループ全
体が一体となって取り組むことで、スポーツを通じた企業
間の連携や横のつながりの強化に努めてまいりました。
　実業団チームとして競技力の向上を目指す一方、強さの
みを追求するのではなく、「明るく」「楽しく」「元気よく」「夢

（目標）を持って」を基本理念に掲げ、誰もが生涯にわたっ
て安心して活動できる環境づくりにも注力しております。
今後もこれらの取り組みを継続し、更なる発展につなげ

優良団体

てまいります。
〈今後の抱負〉
　今後も引き続き、チー
ムの発展にとどまらず、
地元中学生への指導や
地域スポーツイベントへの参加を通じて、地域貢献や青少
年の健全育成、ソフトテニスの普及に積極的に取り組んで
まいります。
　また、中学校の部活動地域移行の進展を踏まえ、指導
者の育成は重要な課題であると認識しております。チー
ムから普及・強化に携わる指導者を輩出し、将来のソフ
トテニス界を担う人財の育成に寄与してまいります。

中部電力　愛知中部電力　愛知

〈受賞の感想〉
　この度は、栄えある支部功労者賞をいただき、大変光栄に存じます。ご推薦いただき
ました支部の皆様、ならびに長年共に歩んできた仲間に深く感謝申し上げます。
　小学生から始めたソフトテニスですが、単に勝敗にこだわるのではなく、コートで子
供達が健やかに成長する姿や、老若男女問わず皆様が笑顔でプレーを楽しんでいる姿
を見ることが、私にとって何よりの活力となっております。
　これまでの活動で得た貴重な経験と、皆様との絆を糧に、これからも微力ながらソフ
トテニスの更なる普及と発展に精一杯尽力してまいりたいと思います。

〈今後の抱負〉
　今後は、年齢や性別を問わず、誰もが健やかにソフトテニスを親しみ、楽しめる環
境づくりに一層力を注ぎたいと考えております。長年のソフトテニスを通して得た知識やネットワークを活かし、円滑な
大会運営をもちろん、普及活動を通じて世代を超えた交流の場を広げてまいる所存です。ソフトテニスが地域社会の絆
を深め、皆様の健康と活力の源となるよう、私自身も自己研鑽を積みながら微力ながら尽力してまいります。至らぬ点も
多々あるかと存じますが、今後とも変わらぬご指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

支部功労者 大津 竜二大津 竜二  氏
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令和７年度 第101回全関西ソフトテニス大会

■3月20日　愛媛県・松山市　松山中央公園テニスコート 愛媛県ソフトテニス連盟

会大区 地 会大方地

【35男子】9ペア
▽決勝
　清水　和弘・久原　宏太　④－３　藤原　義宏・松田　友和
　（三津浜TennisFreaks）　　　　　（愛媛にぎたつクラブ）

【45男子】7ペア
▽決勝
　和田　博文・林　正彦　④－１　金子　敬・大関　慎士
　（松前STC）　　　　　　　　　  （宇治市役所・丸亀市役所）

【シニア男子50】3ペア
1位：眞鍋　一志・山口　一平（フジカンパニーズ・広見STC）

【シニア男子55】8ペア
▽決勝
　熊倉　政宏・今村　義美　④－２　村上　浩・松室　一生
　（高松市役所・なかよしクラブ）　（松前STC・愛媛にぎたつクラブ）

【シニア男子65】13ペア
▽準決勝
　毛利　久志・越智　克昌　④―３　陰山　吉晴・新宅　浩二
　（鬼北STC・今治STA）　　　　　  （藤の木STC）

　芝田　眞次・日野　雅文　④－２　太田　和久・山本　泉
　（愛媛にぎたつクラブ）　　　   　　（四万十黒尊クラブ）
▽決勝
　毛利　久志・越智　克昌　④－２　芝田　眞次・日野　雅文

【シニア男子70】11ペア
▽準決勝
　新開　均・津吉　信也　④－１　河崎　康浩・大関　修平
　（永遠クラブ・今治STA）　　   　（富士クラブ）
▽決勝
　畑本　和重・藤野　直志　④－０　新開　均・津吉　信也
　（若水クラブ・今治STA）

【シニア男子75】4ペア
1位：大森　俊幸・高木　栄治（富士クラブ）

【35女子】3ペア
1位：河邊　寛子・八木　朋美（愛媛アカエムクラブ・若葉クラブ）

【シニア女子55】3ペア
1位：山下　由香・松田　理香（土佐レディース・チームIGA）

【シニア女子65】5ペア
1位：仲尾　トミ子・安藤　ふみ（大洲STA・あすなろクラブ）



令和８年度 春季北海道学生ソフトテニス大会
第58回 春季北海道学生大学対抗リーグ戦
第78回 春季北海道学生選手権
■5月8日～ 10日　旭川市花咲スポーツ公園テニスコート 北海道学生ソフトテニス連盟

ニュース学 連

＜１部＞
1位：北翔大学
2位：札幌学院大学
3位：北海道大学
4位：酪農学園大学
5位：小樽商科大学
6位：北海道教育大学旭川校

1位：宇野　廉太朗・永田　侑也(北翔大学)
2位：髙栁　順成・太田　遥来(札幌学院大学)
3位：橋本　侑弥・黒田　寛之(札幌学院大学)
3位：橋本　光平・伊藤　颯世(北海道大学)

1位：大和　かのん・高木　千怜(北翔大学)
2位：櫛田　千尋・矢野　和奏(北翔大学)
3位：藤田　藍良・小林　紗梨(北翔大学)
3位：関沢　愛唯・石田　夏美(北翔大学)

　1部6位の北海道教育大学旭川校が2部1位の北海学園大
学に3対1で勝利したため、北海道教育大学旭川校が1部残
留。函館大学が2部残留となった

＜１部・２部入れ替え戦＞
　2部1位の北海道教育大学函館校が1部6位の酪農学園大
学に2対0で勝利したため、北海道教育大学函館校が1部昇
格。酪農学園大学が2部降格となった

【男子大学対抗】

【男子選手権】

【女子大学対抗】

【女子選手権】

＜２部＞
1位：北海学園大学
2位：室蘭工業大学
3位：北海道教育大学札幌校
4位：北海道科学大学
5位：北海道教育大学函館校
6位：北海道文教大学
7位：札幌医科大学

＜１部＞
1位：北翔大学
2位：北海道大学
3位：北海道教育大学旭川校
4位：北海学園大学
5位：北海道教育大学札幌校
6位：酪農学園大学

＜２部＞
1位：北海道教育大学函館校
2位：小樽商科大学
3位：北海道文教大学
4位：北海道教育大学岩見沢校

1 位　北翔大学

1位　大和・高木ペア（北翔大学）

1位　北翔大学

1位　宇野・永田ペア（北翔大学）
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北海道
北海道

●第71回 北海道実業団ソフトテニス選手権大会
　兼全日本実業団ソフトテニス選手権大会北海道予選会
　5月3日　滝川市テニスコート 

【男子】4チーム
1位：CROSSTY HOLDINGS 

●第48回 北海道小学生ソフトテニス選手権大会
　5月9日・10日　美唄市サン・スポーツランド美唄テニスコート 

【男子】21ペア
1位： 村上　瑛太・安藤　魁人（比布ソフトテニス少年団）
2位： 坂本　響平・宮越　健心
　（いわみざわ庭桜ソフトテニスクラブ）
3位： 藤原　結斗・小金　煌翔
　(名寄ピヤシリソフトテニス少年団・KITANO S・T・D)
4位： 太田　陽也・工藤　晴太
　（北広島市ソフトテニススポーツ少年団）

【女子】48ペア　
1位：木村　彩音・酒井　美夕菜（野幌ソフトテニス少年団）
2位：石澤　奏奈・山田　優衣（寿都ソフトテニス少年団）
3位：高田　怜嶺愛・荻原　千英
　（静内ソフトテニス少年団・札幌西野ソフトテニス少年団）
4位：和田　紗来・南部　桜（名寄ピヤシリソフトテニス少年団）

●ルーセントカップ　第58回 北海道春季ソフトテニス選手権大会
　5月24日　函館市千代公園庭球場

【一般男子】59ペア
▽準決勝
　木原　真樹・五十嵐　和真　④－２　内海　大輔 ・榊原　健太
　（北翔大学）　　　　　　　　　　　　（CROSSTY HOLLDING）
　藤田　大輝・守屋　優人　④－３　川尻 健太・天池　巧
　（北海道電力・三愛クラブ）　　　　（札幌学院クラブ）
▽決勝
　木原　真樹・五十嵐　和真　④－３   藤田　大輝・守屋　優人 

【35男子】7ペア
1位：室田　章吾・勅使川原　寛
　（JR北海道ソフトテニス部・なんせんす）
2位：川﨑　直人・小峯　秋二（Clubエバ・北翔アルバ）

【45男子】2ペア
1位：成田　竜也・丹羽　暁久
　（三省ソフトテニスクラブ・北見ソフトテニス連盟）

【シニア男子50】4ペア
1位：三浦　充晴・坂本　幸一（M・1.1クラブ・リバティクラブ）

【シニア男子55】2ペア
1位：河村　勝・染谷　博（札幌白石クラブ）

【シニア男子65】2ペア
1位：佐藤　清勝・三浦　務（釧路ソフトテニス協会）

【シニア男子70】3ペア
1位：吉本　安男・髙橋　健一（北見ソフトテニス連盟・暁クラブ）

【シニア男子75】2ペア
1位：遊佐　喜美男・北嶋　賢一
　（北見ソフトテニス連盟・もみじ台クラブ）

【シニア男子80】2ペア（１位のみ表彰）
1位：藤原　勝・加藤　晶一（暁クラブ）

【一般女子】31ペア
▽準決勝
　大和　かのん・石田　夏美　④－３　伊東　礼佳・宗宮　遥菜 
　（北翔大学）� （札幌ウインソフトテニスクラブ・北翔アルバ)
　森川　智巴・佐藤　実空　④－２　野元　よつ葉・境　花凛
　（とわの森三愛高校)　　　　　　（札幌龍谷学園高校)
▽決勝
　大和　かのん・石田　夏美　④－２　森川　智巴・佐藤　実空

【35女子】2ペア
1位：伊藤　みゆ紀・池田　みなみ（SAKURA STS）

【45女子】7ペア
1位：土岐　美津子 高橋　優美子（ウィズ旭川クラブ）
2位：三浦　由加・鈴木　みのり
　（ウィズ旭川クラブ・札幌MAクラブ）

【シニア女子60】6ペア
1位：山本　みどり・川崎　明日香
　（札幌MAクラブ・NPO法人ソフトテニスクラブ）
2位：吉野　さおり・堺　小百合
　（札幌MAクラブ・札幌若葉クラブ）

【シニア女子65】2ペア
1位：藤岡 育子・北山 之恵（函館ベテランクラブ・暁クラブ）

【シニア女子70】3ペア
1位：宮岸　真弓・津田　妙子（のんびりクラブ・迷球会） 

関��東 茨城　栃木　群馬　埼玉
千葉　東京　神奈川　山梨

茨城県
●第45回 関東小学生ソフトテニス大会茨城県予選会
　4月29日　神栖市海浜公園テニスコート

【高学年男子】
1位：松尾　駿・松下　健次郎（土浦ジュニアソフトテニス）
2位：神原　朝陽・森政　雄飛
　（MILD・友部ジュニアソフトテニスクラブ）
3位：宇都木　晟李・中島　悠輝
　（古河北利根ジュニアソフトテニスクラブ）
4位：中村　匠・中﨑　翔
　（美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団・霞ヶ浦ソフトテニスクラブ）

【高学年女子】
1位：谷口　志穂・小寺　美桜里（豊浦ソフトテニス）
2位：齊藤　結衣・齊藤　芽衣
　（美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団）
3位：渡部　結琉・永田　みなみ
　（龍ヶ崎ドラゴンソフトテニス・友部ジュニアソフトテニスクラブ）
4位：小林　結花・鈴木　裟彩（みらいジュニア）

【低学年男子】
1位：藤岡　想・白川　蒼大
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　（美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団・古河STC）
2位：渡部　優月・廣木　陽斗（水戸ソフトテニススポーツ少年団）
3位：田村　大空・岡野　稜
　（みどりのソフトテニスクラブ・常陸太田ソフトテニススポーツ少年団）
4位：池田　晄絆・山田　真之介
　（下妻クラブJr.・神栖ソフトテニススポーツ少年団）

【低学年女子】
1位：柳町　桃花・櫻井　いろは
　（美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団・友部ジュニアソフトテニスクラブ）
2位：中島　愛湖・戸板　優奈（龍ヶ崎ドラゴンソフトテニス）
3位：西田　和華・生井　有紗（古河STC・下妻クラブJr.）
4位：井上　朝日姫・髙谷　優希（龍ヶ崎ドラゴンソフトテニス）

●第45回 関東小学生ソフトテニス選手権大会茨城県二次予選会
　5月2日　美浦村光と風の丘公園テニスコ－ト

【男子】
1位：松尾　駿・松下　健次郎（土浦ジュニアソフトテニス）
2位：笠原　大夢・石井　奏多
　（潮来ソフトテニススポーツ少年団・水戸ソフトテニススポーツ少年団）
3位：神原　朝陽・森政　雄飛
　（MILD・友部ジュニアソフトテニスクラブ）
4位：宇都木　晟李・中島　悠輝
　（古河北利根ジュニアソフトテニスクラブ）

【女子】
1位：齊藤　結衣・齊藤　芽衣
　（美浦ジュニアソフトテニススポーツ少年団）
2位：谷口　志穂・小寺　美桜里（豊浦ソフトテニス）
3位：渡部　結琉・永田　みなみ
　（龍ヶ崎ドラゴンソフトテニス・友部ジュニアソフトテニスクラブ）
4位：伊坂　咲良・中島　美湖（龍ヶ崎ドラゴンソフトテニス）

●令和8年度 全日本実業団選手権茨城県予選大会
　5月10日　水戸市総合運動公園テニスコート

【男子】
1位：プロテリアルB
2位：日立水戸
3位：水戸市役所A

●令和8年度 第2回 茨城県中学校クラブソフトテニス大会
　5月17日　磯原地区運動公園テニスコート

【男子団体】16チーム
1位：筑西STC－A
2位：日立Rises－A
3位：筑西STC－B
3位：古澤STC－A

【女子団体】13チーム
1位：土浦STC－A
2位：行方STC－A
3位：双葉台STC－A
3位：県北魁DJC－B

北信越 新潟　長野　富山
石川　福井

長野県
●�第55回 ゴーセン杯争奪 ハイスクールジャパンカップソフトテニ

ス長野県選考会
　4月25日　上田市上田古戦場公園テニスコート

【男子】64ペア
▽準決勝
　布川　泰良・飛岡　煌志朗　④－２　松澤　醍生・土井　玲央都
　（長野俊英）　　　　　　　　　　　　（長野俊英）
　川手　遥斗・森本　煌　④－０　川口　陽斗・渡邉　柊人
　（飯田風越）　　　　　　　　　　（上田千曲）
▽決勝
　布川　泰良・飛岡　煌志朗　④－０　川手　遥斗・森本　煌

【女子】64ペア
▽準決勝
　田中　愛実・宮下 　慶　④－３　南原　葵衣・土田　萌々
　（上伊那農業）　　　　　　　　　（松商学園）
　岩村　実柚・駒込　莉央　④－２　武重　麻央・立石　凉菜

（　長野日本大学）　　　　　　　　　（松商学園）
▽決勝
　田中　愛実・宮下 　慶　④－１　岩村　実柚・駒込　莉央

●第51回 長野県ソフトテニス飯田大会
　4月26日　飯田市押洞テニスコート

【高校男子】19ペア
▽準決勝
　下山・小原　④－２　村山・櫻井
　（OIDE長姫）　　　　（OIDE長姫）
　小嶋・小宮　④－２　市瀬・松澤
　（OIDE長姫）　　　　（飯田風越）
▽決勝
　下山・小原　④－１　小嶋・小宮

【高校女子】25ペア
▽準決勝
　小林・池田　④－１　青島・根本
　（飯田女子）　　　　　（飯田）
　脇坂・折竹　④－１　大西・佐藤
　（飯田女子）　　　　　（伊那西）
▽決勝
　小林・池田　④－３　脇坂・折竹

【一般男子】11ペア
▽準決勝
　松田・島岡　④－２　安池・仁科
　（飯田）　　　　　　　（岡谷・伊那）
　新村・増澤　④－２　白木・伊藤
　（安曇野）　　　　　　（茅野）
▽決勝
　松田・島岡　④－１　新村・増澤

【45男子】7ペア
▽決勝
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　市川・矢澤　④－２　上島・黒河内
　（伊那・岡谷）　　　　（伊那）

【シニア男子60】1ペア
1位：浮田・木下（塩尻・飯田）

【シニア男子70】4ペア
1位：鮎澤・相澤（下諏訪・佐久）

【一般女子】5ペア
1位：丸山・丸山（岡谷）

【45女子】9ペア
▽決勝
　加藤・山口　④－２　日岐・野中
　（飯田）　　　　　　　（岡谷・長野）

【シニア女子60】5ペア
1位：栁澤・竹内（長野）

●第71回 全日本実業団ソフトテニス選手権大会長野県予選会
　4月29日　上田市上田古戦場公園テニスコート（東）

【男子】7チーム
1位：松本市役所A

●長野県ソフトテニスミックスダブルス選手権大会
　5月5日　安曇野市豊科南部総合公園テニスコート

【フリーの部】14ペア
▽準決勝
　丸山　彩希・岩吉　海利　④－１　寺澤　なぎさ・永井　敦紀
　（岡谷・東洋大学）　　　　　　　　（長野・アート金属）
　野口　実来・吉田　翔琉　④－２　渡邊　紋奈・伊藤　大祥
　（塩尻・安曇野）　　　　　　　　　（茅野）
▽決勝
　丸山　彩希・岩吉　海利　④－２　野口　実来・吉田　翔琉

【90の部】15ペア
▽準決勝
　日岐　さゆり・矢澤　裕之　④－２　小林　昂夫・中林　ひとみ
　（岡谷）　　　　　　　　　　　　　　（塩尻）
　栗林　さゆり・栗林　誠　④－０　小林　丈二・嶋田　佳奈
　（上田）　　　　　　　　　　　　　（上田）
▽決勝
　日岐　さゆり・矢澤　裕之　④－０　栗林　さゆり・栗林　誠

【110の部】14ペア
▽準決勝
　片桐　浩子・依田　教夫　④－０　皆瀨　なほみ・黒河内　武司
　（佐久・長野）　　　　　　　　　　（上田・伊那）
　上原　美弘・宮澤　真由美　④－３　大峽　広和・芦部　美奈子
　（松本）　　　　　　　　　　　　　　（飯田）
▽決勝
　片桐　浩子・依田　教夫　④－２　上原　美弘・宮澤　真由美

【130の部】10ペア
▽準決勝
　小林　和子・上野　弘　④－１　栁澤　美鈴・若槻　茂秋
　（長野）　　　　　　　　　　　　（長野）
　木下　陽・須澤　千浪　④－２　佐々木　堅了・荒崎　千香
　（飯田・大町）　　　　　　　　　（岡谷・塩尻）
▽決勝

　小林　和子・上野　弘　④－２　木下　陽・須澤　千浪
【145の部】3ペア
1位：鮎澤　仁美・中野　信子（下諏訪・松本）

●第33回 北信越小学生ソフトテニス選手権
　兼　第16回 東日本小学生選抜ソフトテニス大会長野県予選会
　5月4日　松本市浅間温泉庭球公園テニスコート

【男子】27ペア
▽準決勝
　吉池・林　④－０　小平・唐澤
　（丸子・泰阜）　　　（箕輪オードリー）
　堀内・中坪　④－２　林・髙橋
　（上田・箕輪オードリー）（ＳＡ飯島・下伊那松川）
▽決勝
　吉池・林　④－３　堀内・中坪

【女子】48ペア
▽準決勝
　真嶋・西澤　④－１　清水・荒田
　（長野JSTC）　　　　 （朝日・AZY）
　宮下・中村　④－１　中村・阿部
　（AZY）　　　　　　　（箕輪オードリー）
▽決勝
　真嶋・西澤　④－２　宮下・中村

●全日本レディースソフトテニス決勝大会・
　全日本レディースソフトテニスシニア決勝大会長野県予選会
　5月9日　松本市浅間温泉庭球公園テニスコート

【すみれ（満18歳以上）】1ペア
1位：渡邊・小泉（茅野）

【ばら（満35歳以上）】1ペア
1位：春日・松尾（伊那・安曇野）

【ゆり（満45歳以上）】3ペア
1位：栗林・伊藤（上田）

【きく（満55歳以上）】2ペア
1位：片桐・栁澤（佐久・長野）

【フラワー（制限なし）】19ペア
▽準決勝
　丸山・丸山　④－１　伊藤・伊藤
　（岡谷）　　　　　　　（茅野）
　松尾・野口　④－０　宮原・山本
　（安曇野・塩尻）　　　（上田・佐久）
▽決勝
　丸山・丸山　④－２　松尾・野口

【あやめ（満60歳以上）】1ペア
1位：西島・竹内（長野）

【はぎ（満65歳以上）】3ペア
1位：小林・稲村（長野）

【さつき（満70歳以上）】3ペア
1位：清水・荒﨑（塩尻）

【フラワーシニア1部】5ペア
1位：田中・宮原（上田）

【フラワーシニア2部】5ペア
1位：小峰・野澤（波田・松本）
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富山県
●東日本・北信越大会富山予選会大会
　4月25日　岩瀬スポーツ公園テニスコート

【男子ダブルス1部】
1位：上田　雄大・油瀬　優真(滑川)
2位：上坂　虎太郎・山本　瑛仁(氷見)
3位：板倉　輝・佐伯　駿(射水)
3位：坂本　航大・大蔵　悠聖(砺波)

【女子ダブルス1部】
1位：小堀　紗蘭・寺島　芽生(砺波)
2位：寺島　百々・石川　葵(城端)
3位：加藤　凜音・松田　ひまり(ふれあい)
3位：吉森　陽・新川　芽依(庄川)

【高学年男子ダブルス2部】
1位：梅野　稜大・釣　結登(射水)
2位：野村　航太・泉田　幸成(庄川・射水)
3位：堀　結翔・大野　昊生(高岡)

【高学年女子ダブルス2部】
1位：神田　心彩・越前　七咲(ふれあい)
2位：垣内　美音・坂田　六花(高岡)
3位：福島　未依菜・中田　夏菜(大谷)
3位：戸出　光梨・二上　椛羽(高岡)

【4年生以下男子ダブルス】
1位：桑江　七聖・佃　倖羽(砺波)
2位：岩黒　煌汰・上坂　維央(高岡)
3位：水口　耕成・上田　悠貴(城端)
3位：新川　慶史朗・吉原　正曜(庄川)

【4年生以下女子ダブルス】
1位：浅村　皐・道海　知夏(城端)
2位：堀川　実夢・竹内　友莉花(射水)
3位：小倉　万奈・大江　遥月(高岡)
3位：大蔵　悠央・島田　梨々華(砺波)

四　国 徳島　香川
愛媛　高知

徳島県
●令和８年度四国選手権大会徳島県予選
　4月5日 JAアグリ阿南テニスコート他

【男子】44ペア
▽準決勝
　岩佐・宮田　④－2 天野・神田
　（日亜化学・ミヤタスポーツ）　（四国大）
　藤井・大薗　④－1 岡本・横山
　（四国大）　　　 　（大神子病院・うずしおクラブ）
▽決勝
　岩佐・宮田　④－3 藤井・大薗

【女子】24ペア
▽準決勝
　仲村・逸見　④－1　谷・岡原
　（四国大）　　　　　（四国大）
　三浦・松原　④－0　藤田・岡

　（四国大）　　　　　（四国大）
▽決勝
　仲村・逸見　④－1　三浦・松原

●令和8年度 春季クラブ対抗大会
　4月12日　大神子病院しあわせの里テニスセンター

【男子】36チーム
▽準決勝
　四国大A　②－0　四国大C
　四国大B　②－0　鷲敷連合A
▽決勝
　四国大A　②－1　四国大B

【女子】10チーム
▽準決勝
　阿波高校　②－0　TSC
　チームMINT　③－0　城南高校
▽決勝
　阿波高校　②－1　チームMINT

●徳島県中学校選手権大会
2026年4月25日～ 26日 大神子病院しあわせの里テニスセンター

【男子】38校
▽準決勝
　佐那河内　②－0　上板
　穴吹　②－0　羽ノ浦
▽決勝
　佐那河内　②－0　穴吹

【女子】51校
▽準決勝
　阿波　②－0　藍住東
　羽ノ浦　②－0　上八万
▽決勝
　阿波　②－0　羽ノ浦

愛媛県
●令和8年度 全日本実業団ソフトテニス選手権愛媛県予選会
　5月3日　新居浜市民テニスコート
▽決勝
　四国ガス産業　②－０　新居浜市役所
▽3位決定戦
　住友化学愛媛　②－０　愛媛県庁

●令和8年度 愛媛県小学生ソフトテニス春季選手権
　兼 第３３回四国小学生ソフトテニス選手権大会愛媛県予選
　5月5日　今治スポーツパークテニスコート

【男子】44ペア
▽準決勝
　山本・野間　④－０　楠・山田
　（SOC）　　　　　　  （新居浜）
　松本・溝畑　④－０　井上・佐伯
　（北伊予）　　　　　　（新居浜・東予）
▽決勝
山本・野間　④－０　松本・溝畑
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倫理・コンプライアンス委員会（リモート）
６月３日（水）

機関誌部会（リモート）

理事会（参集・リモート）

６月５日（金）

６月20日（土）

理事会・定時評議員会（参集・リモート）
６月21日（日）

プログラム編成部会
６月27日（土）

【女子】４１ペア
▽準決勝
　加納・曽我部　④－１　藤田・玉井
　（吹揚）　　　　　　　　（松山）
　黒川・森　④－2　岡﨑・余吾
　（SOC）　　　　　 （篠山・東予）
▽決勝
　加納・曽我部　④－２　黒川・森

●第48回 全日本レディースソフトテニス決勝大会愛媛県予選会
　5月13日　松山市空港東第４公園テニスコート

【すみれ】1ペア
1位（認定）：村上　遥・藤田　澪（松山ソフトテニス・せと）

【ばら】2ペア
1位：藤原　亜美・細川　明日香（媛桜）

【ゆり】3ペア
1位：野中　真理・矢野　才子（愛媛アカエム）

【きく】1ペア
1位（認定）：松浦　早苗・森野　安佐子
　（宇和島レディース・今治レディース）

【あやめ】3ペア
1位：仲尾　トミ子・簗田　真美
　（大洲レディース・雄郡）

【はぎ】4ペア
1位：坂見　美和子・和泉　泰子（愛媛アカエム・若草）

【さつき】5ペア
1位：河野　由美子・仲島　玲子（ひばり・松前ソフトテニス）

【フラワー】5ペア
1位：宮田　禎子・井関　恵子（媛桜・宇和島レディース）

高知県
●四国小学生ソフトテニス選手権大会　高知県選考会結果
　5月3日　土佐西南大規模公園テニスコート

【男子】6ペア
1位：平岡　湊大・田野　成都（大用Jr）
2位：谷脇　日々登・坂吉　優和（横内Jr）

【女子】12ペア
1位：西尾　衣織・弘瀬　千奈弥（東中筋Jr）
2位：恒石　真輝・安芸　紗恋（香南Jr）
3位：内藤　縁・恒石　颯香（香南Jr）
4位：井上　涼華・田渕　ひまり（東中筋Jr）

支部ニュース
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理事会・専門委員会報告
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　2026年、アジア最大のスポーツの祭典「第20回アジア・
アジアパラ競技大会」が、愛知・名古屋で開催されます。日
本での開催は1994年の広島大会以来、実に32年ぶりとな
り、国内外から大きな注目を集めています。 
　アジア競技大会は、4年に一度開催される国際総合ス
ポーツ大会で、約45の国と地域から最大約15,000人のトッ
プアスリートが集結します。
　ソフトテニス競技は、全面改装された新しい「東山公園テニスセンター」にお
いて、下記日程で開催予定です。 
　ソフトテニスにとってアジア競技大会はアジア各国・地域のトップ選手が最
大の目標とする唯一無二の国際舞台ですので、国内大会や他の国際大会では味
わえない独特の緊迫感、その迫力と感動を体感できるステージを観に、ぜひ名古
屋へお越しください！

アジア競技大会が32年ぶりに日本へアジア競技大会が32年ぶりに日本へ
　　～愛知・名古屋からアジアの未来をつなぐ～～愛知・名古屋からアジアの未来をつなぐ～

情報コーナーSoft Tennis Information 

9 月 18 日（金） 男女国別対抗戦（予選） 
9 月 19 日（土） 総合開会式（競技は行われない） 
9 月 20 日（日） 男女国別対抗戦（準決勝・決勝） 
9 月 21 日（月・祝） ミックスダブルス（予選～決勝） 
9 月 22 日（火・祝） 男女シングルス（予選） 
9 月 23 日（水・祝） 男女シングルス（準々決勝・準決勝・決勝） 

大
会
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ト
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東山公園テニスセンター完成イメージ図東山公園テニスセンター完成イメージ図

名古屋市の単独インタビューを受け名古屋市の単独インタビューを受け
る上松選手。「アジア競技大会の目る上松選手。「アジア競技大会の目
標は全種目で金メダル！　子供たち標は全種目で金メダル！　子供たち
に夢を与えたい。」と力強く語ったに夢を与えたい。」と力強く語った
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第7回 全日本ミックスダブルス選手権大会
（一般＆35歳以上）

全日本アンダー強化合宿 報告

2025年６月号

Back Number

【表紙写真】
昨年4 月下旬に宮城県仙台市で開かれた「第9回 アジア選手権大会日
本代表予選会」。表彰写真は優勝を飾った上岡・丸山ペアと前田・中谷
ペア。また、プレー写真は宮崎県宮崎市で行われた「第32回 全日本シン
グルスソフトテニス選手権大会」を制覇した上松選手と宮前選手

（写真提供：ベースボール・マガジン社）

【本誌内容】
第9回 アジア選手権大会日本代表予選会／第32回 全日本シングルスソ
フトテニス選手権大会／ナショナルチーム男子強化合宿 報告／ナショ
ナルチーム女子強化合宿 報告／全日本アンダー 17男子強化合宿 報告
／令和6年度 支部功労者・優良団体紹介No5北海道、No6 栃木県、
No7大分県／地区大会・地方大会／学連ニュース／支部ニュース／（公
財）日本ソフトテニス連盟創立100周年記念事業／理事会・専門委員会
報告／次号予告／ 2025年度（令和7年度） 大会日程及び開催地一覧

20262026
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2026年度（令和８年度） 大会日程及び開催地一覧
2026．5.31 現在

大会名 日程 開催地

主
催
大
会

第 33 回 全日本シングルス選手権大会 2026 年 5 月 15 日 金 ～ 2026 年 5 月 17 日 日 岐阜県 岐阜市

第 ７ 回 全日本ミックスダブルス選手権大会（一般） 2026 年 6 月 6 日 土 ～ 2026 年 6 月 7 日 日 茨城県 北茨城市

第 ７ 回 全日本ミックスダブルス選手権大会（35歳以上） 2026 年 6 月 13 日 土 ～ 2026 年 6 月 14 日 日 茨城県 北茨城市、水戸市
日立市

男 子 71 回
女 子 70 回 全日本実業団選手権大会 2026 年 7 月 31 日 金 ～ 2026 年 8 月 2 日 日 宮崎県 宮崎市、都城市

第 54 回 全日本社会人選手権大会 2026 年 8 月 29 日 土 ～ 2026 年 8 月 30 日 日 大阪府 大阪市

第 １ 回 全日本中学生クラブ選手権大会 2026 年 11月21日 土 ～ 2026 年 11 月 23 日 月 千葉県 白子町

第 33 回 JOCジュニアオリンピックカップ
全日本ジュニア選手権大会 2026 年10 月24日 土 ～ 2026 年 10 月 25 日 日 広島県 広島市

第 30 回 全日本シニア選手権大会 2026 年10 月10日 土 ～ 2026 年 10 月 11 日 日 高知県 高知市、黒潮町

第 ４ 回 STリーグ　Ⅱ 2026 年10 月23日 金 ～ 2026 年 10 月 25 日 日 京都府 福知山市

第 33 回 全日本クラブ選手権大会 2026 年10 月24日 土 ～ 2026 年 10 月 25 日 日 千葉県 白子町

第 81 回 天皇賜杯・皇后賜杯全日本選手権大会 2026 年 11 月 6 日 金 ～ 2026 年 11 月 8 日 日 東京都 江東区

第 ４ 回 STリーグ 2026 年 12 月 3 日 木 ～ 2026 年 12 月 6 日 日 愛知県 豊田市

STリーグ　プレーオフ 2026 年12 月18日 金 ～ 2026 年 12 月 20 日 日 広島県 福山市

第 72 回 全日本インドア選手権大会 2027 年2月7日 日 大阪府 大阪市

第 43 回 全日本小学生選手権大会 2027 年 3 月 25 日 木 ～ 2027 年 3 月 28 日 日 千葉県 千葉市

共
催
大
会

第 55 回 ハイスクールジャパンカップ 2026 年 6 月 26 日 金 ～ 2026 年 6 月 28 日 日 北海道 札幌市

西日本シニア選手権大会 2026 年 6 月 20 日 土 ～ 2026 年 6 月 21 日 日 香川県 高松市

第 80 回 西日本選手権大会 2026 年 7 月 4 日 土 ～ 2026 年 7 月 5 日 日 徳島県 徳島市、阿南市

第 81 回 東日本選手権大会 2026 年 7 月 18 日 土 ～ 2026 年 7 月 19 日 日 山形県 山形市、天童市
酒田市

全日本高校選手権大会（女子） 2026 年 7 月 31 日 金 ～ 2026 年 8 月 3 日 月 京都府 福知山市

全日本高校選手権大会（男子） 2026 年 8 月 4 日 火 ～ 2026 年 8 月 7 日 金 京都府 福知山市

第 53 回 全日本レディース大会（個人戦） 2026 年 9 月 29 日 火 ～ 2026 年 9 月 30 日 水 京都府 京都市

第 57 回 全国中学校大会 2026 年 8 月 21 日 金 ～ 2026 年 8 月 23 日 日 島根県 松江市

第 48 回 全日本レディース決勝大会（団体戦） 2026 年 9 月 4 日 金 ～ 2026 年 9 月 6 日 日 福島県 会津若松市

2026 全日本学生選手権大会 2026 年 9 月 4 日 金 ～ 2026 年 9 月 9 日 水 熊本県 熊本市

日本スポーツマスターズ 2026 2026 年 9 月 19 日 土 ～ 2026 年 9 月 20 日 日 石川県 金沢市

第 80 回 国民スポーツ大会 2026 年10 月16日 金 ～ 2026 年 10 月 19 日 月 青森県 青森市

第 ６ 回 全日本レディースシニア決勝大会（団体戦） 2026 年10 月20日 火 ～ 2026 年 10 月 22 日 木 大阪府 大阪市

第 21 回 ジュニアジャパンカップ
（競技者育成プログラムStep4） 2026 年11月27日 金 ～ 2026 年 11 月 30 日 月 宮崎県 宮崎市

第 ７ 回 平和カップひろしま国際大会 2027 年 3 月 13 日 土 ～ 2027 年 3 月 14 日 日 広島県 広島市

第 38 回 都道府県対抗全日本中学生大会 2027 年 3 月 25 日 木 ～ 2027 年 3 月 27 日 土 三重県 伊勢市

第 52 回 全日本高校選抜大会 2027 年 3 月 28 日 日 ～ 2027 年 3 月 30 日 火 愛知県 名古屋市

そ
の
他

第 38 回 ねんりんピック 2026 2026 年 11 月 7 日 土 ～ 2026 年 11 月 10 日 火 埼玉県 熊谷市

第 34 回 日・韓・中ジュニア交流競技大会 2026 年 8 月 23 日 日 ～ 2026 年 8 月 29 日 土 佐賀県 佐賀市

第 20 回 アジア競技大会 2026 年 9 月 18 日 金 ～ 2026 年 9 月 23 日 水 愛知県 名古屋市



作詞・作曲者／ Twune　　編曲／ audio-Librar

青い空に向けて　白いボールがはずんでる　光の中で
いつもどんな時も　テニスコートに立つかぎり　胸が踊るよ

きのうのどんなくやしさも　今日戦う勇気に変えよう．．．．．！

Ah　勝利をつかむまで
あきらめたくない　For　My　Dream ！
さぁ！　風を切って走れ
打ち返すんだ　ウィニングショット！

うまくいかなくても　前を向いた心なら　悔まないのさ
きっと強くなって　振り抜くラケットに　熱い願いを込めろ

光る汗を流し続けて　明日の夢の扉開け．．．．．！

Ah　いつも心に太陽
ゆずりたくはない　For　My　Heart ！
さぁ！　信じるまま進め
希望に満ちた　ウィニングショット！

Ah　翼をひろげよう
世界に羽ばたけ　Soft　Tennis ！
Ah　今ここにある夢
未来を行け！　ウィニングショット！

著作／㈶日本ソフトテニス連盟　製作／しゅくみねっと株式会社

ソフトテニス創始120周年および連盟創立80周年と
なった2004年、「ソフトテニスの歌」が発表され、ＣＤ
化も実現しました。タイトルは「Winning Shot ～ウイ
ニングショット～」。全国各地の大会会場で聴きたい、爽
やかで希望に満ちた歌です。

ソフトテニスの
テーマソング

を広めよう！
〜ウィニング ショット〜
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